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 概要 

：冬期湛水・有機農法の水田による水質改善と生態系保全 

中村俊彦 1・小倉久子 2 
 

1 千葉県立中央博物館・生物多様性センター 〒260-8682 千葉市中央区青葉町 955-2 （nakamura@chiba-muse.or.jp） 
2 元千葉県環境研究センター 〒261-0012  千葉市美浜区磯辺 1-21-7 （VYL11027@nifty.com） 

 

 

 

背景と目的 
印旛沼は，かつて印旛浦とよばれた古鬼怒湾の一

部であった．その後，鬼怒川の土砂が浦の入り口を

塞ぎ堰止湖となった．1945 年（昭和 20 年）頃の沼

面積は約 26km2 であったが，印旛沼開発事業の干

拓・治水工事により，現在は北沼と西沼に分かれた

面積約 12km2 の沼に姿を変えている．印旛沼の流域

は面積約 541km2，13市町に約 77万人の人口を有し，

県北西部を中心に上水を供給している．しかし，近

年は流域開発が進行し，種々の対策が講じられてい

るにもかかわらず，沼の水質の改善ははかばかしく

ない． 

2001 年（平成 13 年），千葉県及び国，流域の自治

体，市民，事業者，研究者等による「印旛沼流域水

循環健全化会議」が設置され，2004 年には「恵みの

沼の再生」を目指した緊急行動計画が策定された．

現在は 2010 年策定の「印旛沼流域水循環健全化計

画」に基づきさまざまな取り組みが進められている． 

今回の「冬期湛水・有機農法の水田による流域の

水質改善と生態系保全に関する試験研究プロジェク

ト」は，緊急行動計画の「みためし行動」の一つと

して位置づけられ，水田の冬期湛水による水質改善

をはじめ生物多様性及び水辺生態系の保全・再生の

効果，さらには米づくりへの影響等について試験研

究したものである． 

冬期湛水は，1998 年に宮城県の旧田尻町において

マガンのねぐら形成のために冬期の水田に水張りを

したことがきっかけとなり，その鳥類への生息環境

としての大きな効果が発見されたことから各地に広

がっていった．一方，人の暮らしの生活排水がかつ 

て水糞（みずごえ）とし利用されており，水中の肥

料成分の米づくりへの活用とともに，最近では水田

の水質浄化機能が注目されてきている． 

水田はあくまでも，米づくりの場として人が管理

してきた農業用地である．したがって冬期湛水田の

鳥類をはじめ多様な生物の生息・生育地としての機

能及び水質浄化の機能については，米づくりとの関

係も含めた総合的な調査研究によるの影響評価が求

められてきた． 

 

調査地及び方法 
調査は千葉県佐倉市の印旛沼の沼岸の水田，萩山

新田干拓地の大型水田で実施した．コシヒカリを栽

培してきた隣接する二つの 100ｍ×90ｍの水田（慣

行水田）において ,一つは試験処理を施す冬期湛水区 ,

もう一つは慣行稲作をそのまま続ける慣行区と設定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．調査地と年次の取り組み内容．
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した（図１）． 

2005 年は二つの区とも慣行農法で栽培され，稲刈

り前に落水し，9 月には乾田状態となった．冬期湛

水試験は，2006 年 1 月に水を入れ，5 月に代掻き，

田植え，6 月に除草剤散布をおこない，8 月中旬に

落水し，9 月中旬に稲刈りした．その後，2006 年

10 月に米糠散布を行い，11 月上旬に湛水した．冬

期湛水 2 年目は，代掻き，田植え，落水，稲刈り，

湛水はほぼ 1 年目と同じであるが，この年には除草

剤散布はおこなわれなかった（図２）．湛水 3 年目

は 2 年目と同様の稲作作業であったが，7 月には 1

年目と同様，除草剤散布がおこなわれた．  

湛水は，この試験のために設置されたポンプを用

い，隣接する印旛沼の水を一定間隔で給水した．冬

期湛水時の平均水深については，2006 年と 2007 年

は約 10cm，湛水 3 年目の 2008 年 12 月は約 12cm

であった．慣行水田の慣行区および湛水前年の冬季

湛水区についての稲作作業は，代掻き，田植え，落

水，除草剤散布についてはほぼ同じ時期，同じ方法

でおこなわれた．  

なお，完全ではないものの 2009 年以降も冬期湛

水は継続されている． 

調査は湛水前年の 2005 年から水質・土壌からプ

ランクトンや動物・植物そして稲作に及ぶ各専門家

に市民が協力するかたちで進められた．調査方法に

ついては各専門分野の手法で二つの試験区を中心に

周辺の沼や田畑，さらにプランクトンや原生生物の

ように日本全国の水田に及んだ調査研究もある．  

なお，湛水試験の調査期間は，湛水前の１年間と

湛水後の３年間を基本としたが，その前後の調査，

また関連する他地域での調査結果も加えてまとめら

れ報告されたものもある（表１）．  

 

冬期湛水の効果 

１．水環境と農耕地 

 台地上の畑地から低地の水田地帯の地形変化に対

応した観測井の調査網を構築し，地下水の水位及び

水質を調べた．その結果，台地から低地，さらに水

路へ流下する 8／1,000 の動水勾配の地下水の流動  

 

ポテンシャルの変化が表示され，その流動の過程で

硝酸態窒素が浄化されていることが明らかになった． 

 地下水が水田地域の下の還元的なゾーンを通過す

るときに，水に含まれる硝酸態窒素が浄化（脱窒）  

されることが確認された．印旛沼に地下水として流

入する水がすべて水田下の還元的ゾーンを通過する

と仮定すると，年間 286 トンの窒素が浄化されると

算定された．この量は印旛沼流域で排出される窒素

負荷量の 24%に当たる．   

慣行水田と冬期湛水田による地下水の硝酸態窒素

及びアンモニア態窒素の濃度の違いの調査について

は，それぞれ慣行区と冬期湛水区で平均 0.54 と 0.15

（NO3-N mg/L），0.89 と 0.68（NH4-N mg/L）であ

った．硝酸態窒素については冬期湛水による脱窒効

果，すなわち浄化機能の増大が確認された．また，

印旛沼流域の水田がすべて冬期湛水を行うと仮定し

た場合，年間 324 トンの硝酸性窒素が浄化され，こ

の量は年間窒素排出負荷量の 27％に相当するもの

と推算された． 

水田土壌の地耐力については慣行区及び冬期湛水

区ともに調査期間中は減少傾向であったが，冬期湛

水区と慣行区の違いはほとんどなかった．また還元

層の厚さ等についての両区の差異は確認されなかっ

た．  

 

２．冬期湛水と生物多様性 

1）プランクトン  

 水田に出現する原生生物および藍藻類の調査を全

国 29 道府県 242 市町村において実施した．その結

果，藍藻類 129 種，原生生物 427 種（緑藻類 103，

種，アオサ藻類 2 種，車軸藻類 6 種，珪藻類 44 種

アメーバ類 36 種，鞭毛虫類 70 種，繊毛虫類 166 種）

の合計 556 種が見いだされた．同じく水田に出現す

るワムシ類，ミジンコ類，水生ミミズ類などの調査

については，輪形動物 127 種，腹毛動物 1 種，線形

動物 6 種，節足動物 97 種，環形動物 15 種，緩歩動

物 1 種の合計 247 種が見いだされ，これに既存の文

献からの節足動物 12 種を加え，総計 259 種が記録

された．

  

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．慣行区（左）と冬期湛水区（右）．2007 年 12 月 15 日，撮影・金子是久．  



 

- 6 - 

 

表１．慣行水田の冬期湛水による変化． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水田生態系の底辺を担う原生生物や藍藻類の現存

量を比較検討した．湛水期間における単位田面水あ

たりの細胞数を比較すると，慣行水管理の水田では

1ml 当たり 13,800 細胞であったが，冬期湛水田で

は 36,700 細胞と大きく増大した． 

 水田に生息するミジンコ類は，落水期間は休眠卵

で表土に滞在し湛水を待つ状態になる．秋から春ま

で落水される慣行水田では，約半年という長期にわ

たる落水期に適応し，ミジンコ休眠卵が長期乾燥状

態に置かれた後の孵化率を高め，同時に時間差孵化

の習性を強めることが明らかになった．一方，冬期

湛水田のミジンコでは湛水直後の孵化呼応の早い，

すなわち時間差孵化を弱める傾向が明らかになった． 

  

 2) 動物  

 慣行田及び冬期湛水田から 20 種類の生物が確認

された．冬期湛水田の土壌表層に生息するイトミミ

ズの仲間の個体数は，慣行田の約 10 倍であり，ま

た，慣行田でほとんどみられなかったユスリカの仲

間が冬期湛水で大量に発生していた．  

 水田の魚類等については，冬期湛水前の両水田区

で魚類１種とその他の大型水生動物３種を確認した．

冬期湛水後の水田では３種の魚類と６種の大型水生

動物が確認できた．  

 慣行水田と冬期湛水田に印旛沼及び周辺の水田等

を加えた地区において，カワウやカルガモなどの水

面・水辺の鳥をはじめ，ヒバリやスズメなどの草原・

林地の鳥など 80 種の鳥類が記録された．慣行田と

冬期湛水田においては，昼間の慣行田で冬を中心に

タシギやヒバリが多いのに対し，冬期湛水田では夏

にツバメやサギ類が多く観察された．また総出現種

数は冬期湛水田で多かったが，飛来の個体数はむし

ろ慣行田で多かった．両水田区の違いは夜間に顕著

に表れた．慣行田の夜間は，タシギ等が散見される

のみであったが，夜間の冬期湛水田ではカルガモや

コガモなどカモ類が多く飛来しており，時には数十

羽もの飛来が確認された．  

 

3) 植物  

 冬期湛水によって水田雑草の種数が減少し，その

傾向は冬の 12 月，また越年生植物で顕著であった．

ただし多年生植物については冬期湛水により 12 月

に種数の増加がみられた．  

雑草群落の植物量については，種数と同様に冬 12

月の減少が顕著であり，それは主に越年生のスズメ

ノテッポウとタネツケバナの減少によるものであっ

た．夏８月の植物量については，冬期湛水によって

タイヌビエなどの一年生植物とクログワイやオモダ

カなどの多年生植物の増加がみられた．８月の植物

量の平均値は慣行水田より冬期湛水田で高かったが，

これは有意な差ではなかった．  

以上，冬期湛水による雑草群落の変化は秋 10 月

から冬 12 月にかけ種数及び植物量の顕著な減少が

確認された． 

 

３．冬期湛水と米づくり 

 慣行田と冬期湛水田での精玄米重量は，冬期湛水  

１年目は 10 アール当たり 515kg と 441kg と慣行田

が多かったものの , ２年目では 580kg と 582kg と両

水田区の収量がほぼ同じになり，３年目では 566kg

と 652kg と冬期湛水田の方が慣行田を上回る結果

となった． 

 冬期湛水での米づくりはほとんど農薬や化学肥料

を使用せずに作り上げられた米であり，米づくりと

調査には多くの市民・NPO の支援があった．また価

格も慣行水田の米に比べ２割～９割増での販売も可

能になり，今回の試験研究の米づくりを担った農家

からは，「冬期の水の確保や夏の雑草の発生等，今後

解決しなければならない課題は多々あるが，冬期湛

水の米づくりは今後も継続していきたい」とのこと

であった． 

 冬期湛水は，湿地・水辺環境の再生としての側面

を有し，明らかに生物多様性を増大させた．この冬

期湛水効果を生態系サービスの観点からみると，冬

期湛水の米づくりは，供給サービスとして無農薬に

近い安心かつ高価格な米の生産がなされた．また  

調整サービスとして水の浄化，さらに文化サービス

としては安心の米供給による農家と市民など人々の

信頼関係が築かれた．そして冬期湛水の米収量の増

加傾向は，土壌条件を豊かにさせた結果であり生態

系の基盤サービスの向上と考察された（図２）．  

 

冬期湛水と流域再生 

１．人と水鳥との共生 

 一般の人にとって冬期湛水は，ハクチョウなど水  

鳥の越冬地として知られてきたが，農法としても不  
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図２．冬期湛水による生物多様性と生態系サービス

の変化． 

 

 

耕紀移植栽培農法と相まって農薬や化学肥料を極力

使用しない米づくりとして全国に広がりつつある．  

利根川下流の印旛沼とその周辺地域はかつて多く

の野鳥の生息地であり，数百万羽の冬鳥の越冬地で

もあった．このかつて水鳥の楽園の復活，さらに豊

かな水辺の生物多様性と生態系の保全・再生におい  

て冬期湛水はきわめて効果的であることが明らかに

なってきた． 

 このように水鳥をはじめ生物多様性や水質浄化機

能，また市民や地域の子どもたちにとっての命との

ふれ合い等きわめて多様な価値が明らかになりつつ

ある冬期湛水といえる．しかしその普及には，耕作

者や土地所有者等との調整が必要であり，人と水鳥

との共生は，まさに豊かな生物多様性と生態系に基

づく活力ある，また持続可能な地域づくりの試金石

と言える． 

 

 

２．印旛沼流域再生の未来 

 「恵みの沼をふたたび」を基本理念として５つの

目標，すなわち，①良質な飲み水の源，②遊び・泳

げる，③ふるさとの生き物をはぐくみ，④大雨でも

安心できる，⑤人が集い，人と共生する印旛沼・流

域が掲げられ，その達成のため，水循環や流域の視

点での５つの行動原則のもと，８つの重点対策の取

組がおこなわれてきた．   

 今回の冬期湛水試験のプロジェクトは，５つの行

動原則をふまえた印旛沼方式，すなわち「水循環・

流域の視点での総合的な取組」としての「みためし」

のひとつとして「沼に隣接する水田の立地環境を活

かし」，「河川行政のみならず農業行政とも連携し」，

調査においては「多くの市民や研究者が参加する」

プロジェクトとして実施することができた．  

 その取組は８つの重点対策のうち，水田の非灌漑

期における「水辺環境の創造」であり，また「環境

にやさしい農業」の実践であった．さらに「流域市

民の自主的行動」として水質・土壌等の環境調査の

参加者は印旛沼の「環境学習」にもつながった．  

 今回の冬期湛水試験の結果は，５つの目標のうち

ミジンコやイトミミズからコハクチョウまで，多く

の「③ふるさとの生きものを育む」効果のみならず，

流域水環境の富栄養条件から窒素濃度を減少させ，

農薬や化学肥料をほとんど使用しない米づくりによ

る「①良質な飲み水の源」といった印旛沼・流域の

目標達成に大きく貢献できる状況も見いだされた．  

さらに冬期湛水の米づくりは慣行農法を上回る収

穫が得られた．このことは，生物多様性を保全する

新たな水田農業への大きな可能性を示すものであり，

また流域の外部依存の窒素過多解消への道を開くも

のである．そしてさらにその先には，再生の象徴と

して印旛沼流域でのコウノトリの生息はもちろんト

キの飛来も夢ではない．まさに，今後は「⑤人が集

い，人と共生する印旛沼・流域」の目標へのアプロ

ーチとしても期待される冬期湛水による米づくりと

いえる． 

 冬期湛水の取り組みはまだまだ十分なものではな

い．しかしそのさらなる調査研究や「みためし」の

継続によって印旛沼の新たな価値の発見やそれに基

づく活力ある地域づくりにも寄与していくことが期

待される． 
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Monera   

Cyanophyta  
Cyanophyceae  

Chroococcales  
Chroococcus  

 
Synechocystis aquatilis Sauvageau, 1892   
Synechococcus aeruginosus var. aeruginosus Nägeli, 1849 

1  
Synechococcus brunneolus Rabenhorst, 1863  

1  
Synechococcus elongatus (Nägeli) Nägeli, 1849  

1  
Dactylococcopsis rhaphidioides Hansgirg, 1888  

1   
Dactylococcopsis acicularis Lemmermann, 1900  

1  
Dactylococcopsis fascicularis Lemmermann, 1898  

1  
Rhabdoderma lineare Schmidle et Lauterborn, 1900  

  
Microcystis aeruginosa (Kützing) Kützing, 1846  

1   
Microcystis firma (Kützing) Schmidle, 1902  

1   
Microcystis ichtyoblabe Kützing, 1843  

1   
Microcystis novacekii (Komárek) Compère, 1974  

1   
Microcystis viridis Lemmermann, 1903  

1   
Microcystis wesenvergii (Komárek) Komárek, 1968  

1   
Aphanocapsa rivularis (Carmichael) Rabenhorst, 1865 

1   
Aphanocapsa pulchra (Kützing) Rabenhorst, 1865  

1   
Aphanocapsa rivularis (Carmichael) Rabenhorst, 1865  

1   
Aphanocapsa grevillei (Berkeley) Rabenhorst, 1865  

1   
Aphanocapsa koordersi Stroem, 1923  

1   
Aphanocapsa elachista W. West et. G. S. West, 1894  

1   
Aphanocapsa elachista var. conferta W. West et G.S. West, 

 1912  1   
Aphanocapsa biformis A. Braun, 1786  

1   
Aphanothece stagnina (Sprengel) A. Braun, 1865  

1   
Aphanothece nidulans P. Richter, 1884  

1   
Aphanothece clathrata W. West et G. S. West, 1906  

1   
Aphanothece pallida (Kützing) Rabenhorst, 1863  

1   
Aphanothece microspora (Meneghini) Rabenhorst, 1889 

 1   
Chroococcus turgidus (Kützing) Nägeli, 1849  

1   
Chroococcus turgidus var. maximus Nygaard, 1926  

1   
Chroococcus minutus (Keissler) Lemmermann, 1904  

1  
[Syn.: Chroococcus helveticus Nägeli, 1848] 

Chroococcus minor (Kützing) Nägeli, 1849  
1 [Syn.: Chroococcus 

limneticus Lemmermann var. subsalsus Lemmermann, 
 1901] 

Chroococcus macrococcus (Kützing) Rabenhorst, 1865  
1   

Chroococcus cohaerens (Brébisson) Nägeli, 1849  
1   

Chroococcus limneticus Lemmermann, 1898  
1   

Chroococcus limneticus var. elegans G.M.Smith, 1918  
1  

Gloeocapsa montana Kützing, 1843  
1 [Syn.: Gloeocapsa  

polydermatica Kützing, 1846] 
Gloeothece confluens (Kützing) Nägeli, 1849  

1  
Merismopedia tenuissimum Lemmermann, 1898  

1  
Merismopedia glaucum (Ehrenberg) Nägeli, 1848  

1  
Merismopedia elegans A. Braun, 1849  

1   
Merismopedia punctatum Meyen, 1939  

1   
Coelosphaerium kuetzingianum Nägeli, 1849  

  
Woronichinia naegeliana (Unger) Elenkin, 1933  

  
Gomphosphaeria lacustris Chodat, 1898  

1   
Gomphosphaeria aponica Kützing, 1833  

1   
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Chamaesiphonales  
Chamaeshiphonaceae  

Chamaesiphon clavatus C.C. Jao, 1930  
1   

Chamaesiphon confervicola A. Braun, 1726  
1   

Chamaesiphon minutus (Rostafinski) Lemmermann,  
1910   

Chamaesiphon rostafinski Hansgirg, 1888  
1   

Chamaesiphon cylindricus Boye-Petersen, 1923  
1   

 
Pleurocapsales  

Entophysalidaceae  
Entophysalis lemaniae (C. Agardh) Drouet et Daily, 1956  

1 [Syn.: Xenococcus 
chroococcoides F. E. Fritsch, 1929] 

Pleurocapsaceae  
Myxosarcina chroococcoides Geitler, 1928   
Pleurocapsa fluviatilis Lagerheim, 1888   
Xenococcus schousboei Thuret, 1875  

1   
Xenococcus willei Gardner, 1927 1   
Hydrococcus rivularis Kützing, 1833  

1   
 

Nostocales  
Rivulariaceae  

Homoeothrix juliana (Born. et Flah.) Kirchner, 1898  
1   

Calothrix fusca (Kützing) Bornet et Flahault, 1886  
1   

Calothrix parietina Thuret ex Bornet et Flahault, 1886 
 1   

Dichothrix gypsophila (Kützing) Bornet et Flahault, 1886 
1   

Gloeotrichia pisum (C. Agardh) Thuret ex Bornet et 
Flhault, 1887 1   

Gloeotrichia natans (Hedwig) Rabenhorst ex Bornet et 
      Flahault, 1887 1   
Gloeotrichia echinulata J. E.Smith ex P. G. Richter, 1894  

1   
Isactis nipponica Hirose 1   
Rivularia beccariana Bornet et Flahault, 1887  

1   
Scytonemataceae  

Tolypothrix tenuis Kützing, 1843  
1   

Tolypothrix lanata Wartmann, 1887  
1   

Scytonema crispum (Agardh) Bornet, 1889  
1   

Scytonema ocellatum Kützing, 1959 1   
Scytonema mirabile (Dillw.) Bornet 1   
Hydrocoryne spongiosa (Schwabe) ex Bornet et Flahault, 

1927   
Microchaetaceae  

Microchaete tenera Thuretex Bornet Flahault   
Nostocaceae  

Cylindrospermum majus Kützing, 1888  
1   

Cylindrospermum raciborskii (Wołosz. ) Seenayya et S. 

Raju, 1972 1  
Cylindrospermum alatosporum F. E. Fritsch  

1   
Anabaenopsis arnoldii Aptekarj, 1926  

1   
Aphanizomenon flos-aquae Ralfs ex Bornet et Flahault, 

1886   
Nodularia spumigena Mertens ex Bornet et Flahault, 

1886   
Aulosira prolifica Bharadwaja, 1933   
Anabaena affinis Lemmermann,1897 1   
Anabaena aphanizomenoides Forti, 1912  

1   
Anabaena citrispora M. Watanabe, 1992  

1   
Anabaena macrospora Klebahn, 1895 1   
Anabaena planktonica Brunnthaler, 1903  

1 [Syn.: Anabaena solitaria f. 
planctonica (Brunnth.) Komárek, 1958] 

Anabaena smithii (Komárek) M. Watanabe, 1992  
1 [Syn.: Anabaena solitaria Kleb. f. 

smithii Komárek, 1958]ƒ 
Anabaena tenericaulis Nygaard, 1949 1   
Anabaena viguieri Dennis et Fremy, 1923  

1   
Anabaena flos-aquae (Lyngbye) Brébisson ex Bornet et 

Flahault, 1886 1   
Anabaena lemmermannii P. Richter, 1903  

1   
Anabaena mendotae Trel., 1889  

1  [Syn.: Anabaena flos-aquae var. 
treleasii Bornet et Flahault, 1888] 

Anabaena crassa (Lemmerm.) Komárk.-Legn. et Cronberg, 
        1992 1 [Syn.: Anabaena spiroides 

var. crassa (Lemmerm.) Elenkin, 1898] 
Anabaena minispora M. Watanabe, 1998  

1   
Anabaena mucosa Komárk.-Legn. et Eloranta, 1992  

1   
Anabaena oumiana M. Watanabe, 1996  

1   
Anabaena pseudocompacta M. Watanabe, 1996  

1   
Anabaena reniformis Lemmerm. emend. Aptekarj, 1927 

1   
Anabaena spiroides Kleb. 1895 1   
Anabaena ucrainica (Schkorbatow) M. Watanabe, 1996  

1   
Anabaenopsis arnoldii Aptekarj, 1926  

1   
Anabaenopsis circularis (G.S.West) Wołosz. et V.V.Mill.,  

1923 1   
Nostoc sphaericum Vauch., 1964 1   
Nostoc linckia (Roth) Born. et Flach. 1   
Nostoc rivulare Kützing, 1850 1   
Nostoc ellipsosporum (Desm.) Rabenh., 1888  

1   
Nostoc pruniforme (Linnaeus) C. A. Agardh ex Bornet. et  

Flahault, 1888 1   
Oscillatoriaceae  

Spirulina subsalsa Oersted ex Gomont, 1892  
1   

Spirulina major Kützing ex Gomont, 1892  
1   

Arthrospira maxima Setchel et N.L.Gardner, 1917 
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1   
Planktothrix agardhii (Gomont) Anagn. et Komárek, 1988 

1   
Planktothrix mougeotii Anagnostidis et Komárek, 1988 

1  
Planktothrix rubescens Anagnostidis et Komárek emend. 

 Suda, 2002 1  
Planktothriciodes raciborskii (Wołosz.) Anagn. et  

Komárek, 1988 1   
Oscillatoria tenuis Agardh ex Gomont, 1892  

1   
Oscillatoria princeps Vaucher ex Gomont, 1892  

1  
Oscillatoria kawamurae Negoro, 1943 1  
Oscillatoria splendida (Grev. ex Gomont, 1892)  

1  
Trichodesmium iwanoffiana Nygaard, 1925  

 
Phormidium foveolatum (Mont.) Gomont  

1  
Phormidium mucicola Naum. et Huber-Pest, 1929  

1  
Phormidium uncinatum Gomont, 1890  

1  
Phormidium autumnale (C. Agardh ex Gomont) Gomont, 

1892 1  
Phormidium tenue (C.Agardh ex Gomont) Anagnostidis et 

Komárek, 1988 1  
Phormidium retzii (C. Agardh) Gomont, 1892  

1   
Phormidium jenkelianum G.Schmid, 1932  

1   
Lyngbya lagerheimii (Mobius emend. Gomont, 1890) 

Gomont, 1892 1  
Lyngbya contorta Lemmermann, 1898  

1  
Symploca cartilaginea Gomont ex Gomont, 1892  

1  
Microcoleus vaginatus (Vaucher) Gomont, 1892  

1  
 
Stigonematales  

Stigonemataceae  
Stigonema ocellatum (Dillwyn) Thuret ex Bornet et  

Flahault, 1887 1  
  
Protoctista  

Chlorophyta  
Chlorophyceae  

Chlorococcales  
Chlorococcaceae  

Chlorococcum sp.   
Planktosphaeria sp. 1  

Micractiniaceae  
Golenkinia radiata Chodat, 1894 1   
Golenkinia paucispina W. West et G. S. West, 1902  

1   
Micractinium pusillum var. elegans G.M. Smith, 1918  

1   
Dictyosphaeriaceae  

Dictyosphaerium pulchellum Wood, 1872  
1   

Dictyosphaerium ehrenbergianum Nägeli, 1849  
1   

Dimorphococcus lunatus A. Braun, 1855  
1   

Oocystaceae  
Tetraedron regulare Kützing, 1845  

1   
Tetraedron tumidulum (Reinsch) Hansgirg, 1889  

1   
Tetraedron hastatum (Reinsch) Hansgirg  

1   
Treubaria setigera (Archibald) G. M. Smith, 1933  

1   
Oocystis borgei Snow, 1903   
Chodatella subsalsa Lemmermann, 1898  

1   
Chodatella citriformis Snow, 1902 1 [Syn.: 
Lagerheimia longiseta (Lemmermann) Printz, 1913] 
Polyedriopsis spinulosa (Schmidle) Schmidle, 1899  

1   
Ankistrodesmus gracilis (Reinsch) Korshikov, 1953  

1  
Ankistrodesmus bibraianus (Reinsch) Korshikov, 1953  

1   
Chlorella vulgaris Beijerinck, 1890   

Characiaceae  
Characium pringsheimii A. Braun, 1855   

Hydrodictyaceae  
Pediastrum simplex Meyen, 1829 1   
Pediastrum duplex var. gracillimum W. et G.S. West, 1895 

1   
Pediastrum boryanum (Turpin) Meneghini, 1840  

1   
Pediastrum kawraiskyi Schmidle, 1897  

1   
Hydrodictyon reticulatum (Linnaeus) Lagerheim, 1883 

1   
Coelastraceae  

Coelastrum sphaericum Nägeli, 1849  
1   

Coelastrum cambricum Archer, 1868  
1   

Coelastrum microporum Nägeli, 1855  
1   

Scenedesmaceae  
Tetradesmus wisconsiensis G.M. Smith, 1913  

1   
Tetrastrum heteracanthum (Nordstedt) Chodat, 1895  

1   
Tetrastrum staurogeniaeforme (Schröder) Lemmermann, 

 1900 1   
Tetrallantos lagerheimii Teiling, 1916  

1   
Actinastrum hantzschii Lagerheim, 1882  

1   
Actinastrum hantzschii var. fluviatile Schröder, 1899  

1   
Scenedesmus quadricauda (Chodat.) G.M. Smith, 1916  

1   
Scenedesmus quadricauda var. longispina f.  

asymmetricus Schröder, 1897 1   
Scenedesmus acuminatus (Lagerheim) Chodat, 1902  

1 [Syn.: Scenedesmus dimorphus  
(Turpin) Kützing, 1833] 

Scenedesmus bernardii G.M. Smith, 1916  
1   
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Scenedesmus acuminatus f. tortuosus (Skuja) Korshikov,  
1953 1   

Scenedesmus actus Meyen, 1929 1   
[Syn.: Scenedesmus obliquus (Turpin) Kützing, 1833] 
Scenedesmus productocapitatus Schumula  

1   
Scenedesmus subspicatus Chodat, 1926 1   
Scenedesmus ecornis (Ehrenberg ex Ralfs) Chodat, 1926  

1   
Scenedesmus carinatus (Lemmermann) Chodat, 1913  

1   
Scenedesmus denticulatus Lagerheim, 1882  

1   
Scenedesmus abundans (Kirchner) Chodat, 1913  

1   
Scenedesmus arcuatus (Lemmermann) Lemmermann,  

1899 var. platydiscus G. M. Smith, 1916 
1  

Scenedesmus ovalternus Chodat, 1926 1   
Scenedesmus granulatus W. et G. S. West, 1897  

1   
Scenedesmus longus G. M. Smith, 1916 1
[Syn.: Scenedesmus brevispina (G. M. Smith) Chodat,  

1926] 
Scenedesmus protuberans Fritsch et Rich, 1929  

1   
 
Oedogoniales  

Oedogoniaceae  
Oedogonium varians Wittrock et Lundell ex Hirn, 1900 

1   
Oedogonium crispum (Hassall) Wittrock ex Hirn, 1900  

1   
Oedogonium franklinianum Wittrock. 1   
Oedogonium stellatum Wittrock ex Hirn, 1900  

1   
Oedogonium undulatum (Brébisson) A. Braun ex Hirn,  

1900 1   
Bulbochaete sp. 1   
 

Zygnematales  
Zygnemataceae  

Zygnema quadrangulatum Jao 1   
Zygnema synadelphum Skuja, 1926 1  
Zygnema subcruciatum Transeau 1   
Zygnema fanicum Linnaeus 1   
Zygnemopsis quadrata Jao, 1935  

1   
Spirogyra varians (Hassall) Kützing, 1849  

1   
Spirogyra variformis Transeau. 1   
Spirogyra communis (Hassall) Kützing, 1849  

1   
Spirogyra singularis Nordstedt, 1880 1   
Spirogyra biformis Jao 1   
Spirogyra nitida (Dillwyn) Link, 1820 1   
Spirogyra semiornata Jao, 1935 1   
Spirogyra weberi Kützing, 1843 1   
Spirogyra spreeiana Rabenhorst, 1863  

1   
Mougeotiella sp. 1   
Mougeotia sp. 1   

Gonatozygaceae  
Gonatozygon kinahani (W.Archer) Rabenhorst, 1868  

1   
Gonatozygon pilosum Wolle, 1882 1   

Mesotaeniaceae  
Spirotaenia condensata Brébisson ex Ralfs, 1848  

1   
Mesotaenium macrococcum (Kützing) J.Roy et Bisset  

Family, 1894 1   
Roya cambrica West et G. S. West 1   

Desmidiaceae  
Penium spirostriolatum Barker, 1869 1   
Penium exiguum W. West, 1892 1   
Penium exiguum var. glaberrimum Grünblad  

1   
Closterium libellula Focke, 1847 1   
Closterium aciculare T. West, 1860 1   
Closterium toxon W. West, 1892 1   
Closterium gracile Brébisson ex Ralfs, 1848  

1   
Closterium dianae Ehrenberg ex Ralfs, 1848  

1   
Closterium acerosum (Schrank) Ehrenberg ex Ralfs, 1848 

1   
Closterium wallichii Turner, 1892 1   
Pleurotaenium trabecula (Ehrenberg) Nägeli, 1849  

1   
Pleurotaenium excelsum (Turner) Gutwinski, 1902  

1   
Tetmemorus brebissonii (Meneghini) Ralfs, 1844  

1   
Cosmarium turgidum Brébisson, 1846 1   
Cosmarium obtusatum Schmidle, 1898 1   
Cosmarium pachydermum P. Lundell, 1871  

1   
Cosmarium margaritiferum Meneghini ex Ralfs, 1848  

  
Cosmarium malinvernianum (Racib.) Schmidle  

1   
Cosmarium margaritatum (P. Lundell) J. Roy et Bisset, 

1886 1   
Arthrodesmus curvatus Turner 1   
Euastrum germanicum (Schmidle) Kreiger  

1   
Staurastrum dickiei Ralfs, 1848 1   
Staurastrum cingulum (W. West et G. S. West) G. M.  

Smith 1   
Desmidium swartzii (C.Agardh) C. Agardh ex Ralfs, 1848 

1  
  

Sphaeropleales  
Schroeeceae  

Schroederia sp. 1   
 

Ulvophyceae  
Ulotrichales  

Ulotrichaceae  
Ulothrix sp. 1   
 

Siphonocladales  
Cladophoraceae  

Cladophora crispata (Roth) Kützing, 1843   
 

Charophyceae  
Coleochaetales  
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Chaetosphaeridium sp. 1  
  

Charales  
Characeae  

Chara braunii Gmelin, 1826   
Chara globularis Thuillier, 1799   
Chara zeylanica Willdenow, 1805   
Nitella flexilis Linnaeus 1753 C. A. Agardh, 1824  

  
Nitella hyalina (DeCangolle, 1815) C. A. Agardh, 1824  

  
 

Heterokontophyta  
Bacillariophyceae  

Centrophycidae  
Coscinodiscales  

Thalassiosiraceae  
Cyclotella sp.   
Stephanodiscus sp. 1   
 

Coscinodiscales  
Melosiraceae  

Melosira varians Agardh, 1827   
Aulacoseira italica (Ehrenberg) Simonsen, 1979  

1  
Aulacoseira distans (Ehrenberg) Simonsen, 1979  

1   
Aulacoseira granulata (Ehrenberg) Simonsen, 1979  

1  
 

Pennatophycidae  
Diatomales  

Tabellariaceae  
Tabellaria flocculosa (Roth) Kützing, 1844  

  
Diatomaeae  

Diatoma vulgaris Bory, 1824   
Fragilariaceae  
Synedra ulna (Nitzch) Ehrenberg, 1832  

1   
Synedra acus Kützing, 1844 1   
Synedra rumpens Kützing, 1844 1   
Astrionella formosa Hassall, 1850  

1   
Hannaea arcus (Ehrenberg) Patrick, 1966  

1   
Fragilaria crotonensis Kitton, 1869 1   
Fragilaria pinnata Ehrenberg, 1843  

1   
Fragilaria construens Ehrenberg  Grunow, 1862  

1   
 

Achnanthales  
Achnanthaceae  

Achnanthes exigua var. heterovalvata Krasske, 1923  
1   

Achnanthes hungarica Grunow, 1880  
1   

Achnanthes lanceorata (Brébisson) Grunow, 1880  
1   

Achnanthes minutissima Kützing, 1833  
1   

Cocconeis placentula Ehrenberg, 1838  
1   

 
Naviculales  

Naviculaceae  
Neidium iridis (Ehrenberg) Cleve, 1894  

1   
Neidium affine (Ehrenberg) Pfitzer, 1871  

1   
Navicula cuspidata Kützing, 1844  

1   
Navicula radiosa Kützing, 1844  

1   
Navicula rhynchocephala Kützing, 1844  

1   
Navicula exigua (Gregory) Grunow, 1880  

1   
Navicula angusta Grunow, 1860  

1   
Pinnularia gibba Ehrenberg, 1841 1   
Caloneis bacillaris (Gregoory) Cleve, 1894  

1   
Stauroneis phoenicenteron (Nitzsch) Ehrenberg, 1843  

1   
Gyrosigma acuminatum (Kützing) Rabenhorst, 1853  

1   
Pleurosigma sp. 1   

Gomphonemataceae  
Gomphonema acuminatum Ehrenberg, 1832  

1   
Cymbellaceae  

Cymbella tumida Brébisxon Van Heurck, 1880  
1   

Cymbella minuta Hilse, 1862 1  
[Syn.: Cymbella ventricosa Kützing, 1844] 

Cymbella naviculiformis (Auerswald) Cleve, 1894  
1   

Eunotiaceae  
Eunotia arcus Ehrenberg, 1837  

1   
Nitzshiaceae  

Nitzschia palea (Kützing) Hustedt, 1856  
1   

Nitzschia recta Hantzsch ex Rabenhorst, 1861  
1   

Bacillaria paradoxa Gmelin, 1791  
1   

Hantzschia amphioxys (Ehrenberg) Grunow, 1880 
1   

Surirellaceae  
Surirella elegans Ehrenberg, 1841  

1   
Surirella angusta Kützing, 1844 1   
 

Sarcomastigophora  
Sarcodina  

Rhizopoda  
Lobosea  

Amoebida  
Tubulina  

Amoebidae  
Amoeba proteus Leidy, 1879   
Polychaos dubium (Shaeffer, 1916) 1   
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Polychaos nitidubium Bovee, 1970 1   
Chaos carolinense (Wilson, 1902) 1   

Hartmannellidae  
Hartmannella sp. 1   
Saccamoeba sp. 1   
 

Thecina  
Thecamoebidae  

Thecamoeba sp. 1   
Discamoebidae  
Discamoeba sp. 1   
Vannella sp. 1   
 

Conopodina  
Mayorellidae  

Mayorella sp. 1   
 

Acanthapodina  
Acanthamoebidae 

 
Acanthamoeba sp. 1   
 

Schizopyrenida
 

Vahlkampfidae  
Vahlkampfia sp. 1   
Naegleria sp. 1   
 

Arcellinida  
Arcellina  

Cochliopodiidae 
 

Cochliopodium sp. 1   
Arcellidae  

Arcella sp. 1   
 

Difflugina  
Difflugiidae  

Difflugia sp. 1   
Centropyxidae 

 
Centropyxis sp. 1   

Nebelidae  
Nebela sp.   
 

Trichosida  
Trichosidae  

Trichosphaerium sp. 1   
Filosea  

 
Aconchulinida  

Vampyrellidae  
Vampyrella sp. 1   
Nuclearia sp. 1   
Penardia sp. 1   
 

Gromiida  
Gromiina  

Gromiidae  
Gromia sp. 1  

Chlamydophryidae  
Chlamydophrys sp. 1   

Pseudodifflugiidae  
Pseudodifflugia sp. 1   
 

Euglyphina  
Euglyphidae  

Euglypha sp. 1   
Trinema sp. 1   
 

Granuloreticulosea  
Athalamida  

Biomyxidae  
Biomyxa sp. 1   
 

Monothalamida  
Amphitremidae  

Diplophrys sp. 1   
 

Sarcomastigophora  
Sarcodina  

Actinopoda  
Heliozoea  

Actinophryida  
Actinophrys sp. 1   
 

Desmothoracida  
 

Clathrulina sp. 1   
Ciliophryida 

Ciliophrys sp. 1   
Taxopodida 

Sticholonche sp. 1   

Centrohelida 
Acanthocystis sp. 1   
Raphidiocystis sp. 1   
 

Rostosphaerida 
Rabdiophrys sp. 1   
 

Mastigophora  
Zoomastigophora  

Cercomonadida  
Cercomonadidae  

Cercomonas sp. 1   
 

Kinetoplastida
 

Bodonidae  
Bodo sp. 1   
Pleuromonas sp. 1   
Cephalothamnium sp. 1   
 

Phytomastigophorea  
Cryptomonadida  

Cryptomonadaceae  
Cryptomonadoideae  

Cryptomonas sp. 1   
Chroomonas sp. 1   
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Chilomonadoideae  
Chilomonas sp. 1   

 
Pyrenomonas sp. 1   
Cyathomonas sp. 1   
 

Dinoflagellida  
Diniferina  

Dinophysidae  
Amphisolenia sp. 1   

Gymnodiniidae  
Gymnodinium sp. 1   

Peridiniidae  
Ceratium sp. 1   
Peridinium sp. 1   
 

Euglenida  
Eutreptidae  

Eutreptia sp. 1   
Euglenidae  

Euglena gracilis Klebs, 1883   
Euglena viridis Ehrengberg, 1830   
Euglena acus Ehrengberg, 1830   
Euglena spirogyra Ehrenberg, 1830   
Euglena gigas Drezepolski, 1925   
Euglena pisciformis Klebs, 1883   
Euglena oxyuris Schmarda 1846   
Euglena proxima Dangeard, 1901 1   
Euglena rubra Hardy 1911 1   
Euglena sociabilis Dangeard, 1901 1   
Euglena stellata Mainx, 1926 1   
Euglena tripteris Dujardin  Klebs, 1883  

1   
Euglena variabilis Klebs, 1883 1   
Euglena terricola (Dangeard) Lemmerman, 1910  

1   
Euglena sanguinea Ehrenberg, 1830 1   
Euglena cyclopicola Gicklhorn 1925 1   
Phacus pleuronectes (O. F. Müller) Dujardin, 1841  

1   
Phacus longicauda (Ehrenberg) Stein, 1878  

  
Phacus helikoides Pochmann, 1942   
Phacus acuminatus Stokes, 1885 1   
Phacus curvicauda Swirenko, 1915  

1   
Phacus undulatus (Skvortzow) Pochmann, 1942  

1   
Phacus pyrum (Ehrenberg) Stein, 1878  

1   
Trachelomonas armata Ehrenberg  Stein 1878  

  
Trachelomonas robusta Swirenko, 1914  

1   
Trachelomonas allia Drezeporski emend. Deflandre, 1926 

1   
Trachelomonas hispida Lemmermann, 1913  

  
Trachelomonas planktonica Swirenko, 1914  

1   
Trachelomonas cylindrica Ehrenberg, 1833  

1   
Strombomonas sp. 1   

Lepocinclis sp. 1   
Colacium sp. 1   
Astasia sp. 1   

Rhabdomonadidae  
Rhabdomonas sp. 1   
Menoidium sp. 1   

Heteronematidae  
Peranema sp. 1   
Urceolus sp. 1   
Entosiphon sp. 1   
 

Chrysomonadida  
Ochromonadaceae  

Monas sp. 1   
Ochromonas sp. 1   
Uroglena sp. 1   

Dinobryaceae  
Dinobryon sp. 1   
Chrysococcus sp. 1   

Chromulinaceae  
Chromulina sp. 1   
Heterochromulina sp. 1   

Mallomonaceae  
Mallomonas sp. 1   
Synura sp. 1   
 

Volvocida  
Polyblephariceae  

Dunaliella sp. 1   
Polytomella sp. 1   

Chlamydomonaceae  
Chlamydomonas sp. 1   
Chlorogonium sp. 1   

Volvoceae  
Pandorina sp. 1   
Eudorina sp. 1   
Volvox sp. 1   
Pleodorina sp. 1   
Gonium sp. 1   
 

Ciliophora  
Karyorelictea  

Protostomatia  
Protostomatida  

Kentrophoridae  
Trachelonema sp. 1   

Trachelocercidae  
Tracheloraphis sp. 1   
Trachelocerca sp. 1   
 

Loxodidia  
Loxodida  

Loxodidae  
Loxodes sp. 1   
 

Heterotrichea  
Heterotrichia  

Heterotrichida  
Stentoridae   

Stentor coeruleus Ehrenberg, 1830   
Stentor polymorphus (O. F. Müller, 1773)  
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Stentor igneus Ehrenberg, 1838   

Blepharismidae  
Blepharisma japonicum (Suzuki, 1954)  

1   
Blepharisma undulans Stein, 1867  

1   
Blepharisma americanum Suzuki, 1954  

1   
Spirostomatidae  

Spirostomum ambiguum Ehrenberg, 1838  
1   

Spirostomum filum (Ehrenberg, 1838)  
1   

Spirostomum intermedium Kahl, 1930  
1   

Spirostomum teres Claparéde et Lachmann, 1859  
1   

Condylostomatidae  
Condylostoma sp. 1   
 

Heterotrichia  
Clevelandellida  

Clevelandellidae  
Clevelandella sp. 1   
 

Plagiotomida  
Plagiotomidae  

Plagiotoma sp. 1   
 

Licnophorida  
Licnophoridae  

Licnophora sp. 1   
 

Peritromida  
Peritromidae  

Peritromus sp. 1   
 

Spirotrichea   
Protocruziida  

Protocruzia  
Protocruziidae  

Protocruzia sp. 1   
 

Oligotrichia  
Oligotrichida  

Halteriidae  
Halteria grandinella (O.F.Müller, 1786)  

1   
Strombidiidae  

Tontonia sp. 1   
Strombidium sp. 1   
Strombidinopsis sp. 1   
Strobilidium sp. 1   
 

Hypotrichia  
Euplotida   

Uronychiidae  
Uronycia sp. 1   

Aspidiscidae  
Aspidisca sp. 1   

Euplotidae  
Euplotes charon (O. F. Müller, 1786)  

1   
Euplotes eurystomus Wrzesniowski, 1870   

1   
Euplotes woodruffi Gaw, 1939 1   
Euplotes affinis Dujardin, 1842 1   
Euplotes caudatus Meunier, 1907 1   
Euplotes muscicola Kahl, 1931 1  
  

Stichotrichia  
Stichotrichida  

Urostylina  
Urostylidae  

Urostyla sp. 1   
Bakuella sp. 1   
Holosticha sp. 1   
Uroleptus sp. 1   
Pseudourostylidae  
Pseudourostyla sp. 1   
Pseudokeronopsidae  
Pseudokeronopsis sp. 1   
 

Stichotrichina  
Strongylidiidae  

Strongylidium sp. 1   
Keronidae  

Keronopsis sp. 1   
 

Sporadotrichina  
Oxytrichidae  

Oxytricha sp. 1   
Stylonychia sp. 1   

Trachelostylidae  
Trachelostyla sp. 1   
Urosoma sp. 1   
 

Armophorida  
Armophorida  

Metopidae  
Palmarella sp. 1   
Eometopus sp. 1   
Metopus sp. 1   
Parametopus sp. 1   
 

Odontostomatida  
Odontostomatida 
 

Discomorphellidae   
Discomorphella sp. 1   

Epalxellidae  
Epallxella sp. 1   
Saprodinium sp. 1   
 

Phacodiniida  
Phacodiniida  

Phacodiniidae  
Phacodinium sp. 1   
 

Colpodea  
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Colpodida  
Colpodidae  

Colpoda sp. 1   
Hausmanniellidae  

Hausmanniella sp. 1   
Marynidae  

Maryna sp. 1   
 

Bursariomorphida  
Bursariidae  

Bursaria sp. 1   
Bursaridiidae  

Bursaridium sp. 1   
 

Phyllopharyngea  
Phyllopharyngia  

Cyrtophorida  
Hypocomatina  

Hypocomidae  
Hypocoma sp. 1   
 

Chlamydodontina  
Chitonellidae  

Chitonella sp. 1   
Chlamydodontidae  

Chlamydodon sp. 1   
Cyrtophoron sp. 1   

Chilodonellidae  
Trithigmostoma sp. 1   
Chilodonella sp. 1   

Lynchellidae  
Lynchella sp. 1   
Chlamydonella sp. 1   
 

Dysteriina  
Hartmannulidae  

Hartmannula sp. 1  
Dysteriidae  

Dysteria sp. 1   
Trochilia sp. 1   
 

Suctoria  
Exogenida 
 

Spelaeophryidae  
Spelaeophrya sp. 1   

Ephelotidae  
Ephelota sp. 1   

Podophryidae  
Podophrya sp. 1   
 

Endogenida 
 

Dendrosomatidae  
Dendrosoma sp. 1    

Acinetidae  
Acineta sp. 1   

Tokophryidae  
Tokophrya sp. 1   
Multifasciculatum sp. 1   

 
Evaginogenida 

 
Dendrocometidae  

Dendrocometes sp.   
 

Nassophorea  
Nassophoria  

Synhymeniida  
Nassulopsidae  

Nassulopsis sp. 1  
  

Scaphidiodontidae 
 

Chilodontopsis sp. 1   
Scaphidiodon sp. 1   
 

Nassulida  
Nassulina  

Nassulidae  
Nassula sp. 1   
 

Parahymenostomatina  
Furgasonidae  

Furgasonia sp. 1   
Paranassulidae  

Paranassula sp. 1   
 

Microthoracida  
Microthoracidae  

Microthorax sp. 1   
Drepanomonas sp. 1  
  

Propeniculida  
Leptopharyngidae  

 
Leptopharynx sp. 1   
 

Oligohymenophorea  
Peniculia  

Peniculida  
Frontoniina   

Frontoniidae  
Frontonia sp. 1   
 

Parameciina  
Urocentridae  

Urocentrum sp. 1   
 

Parameciidae  
Paramecium caudatum Ehrenberg, 1883  
Paramecium aurelia O. F. Müller, 1773  
Paramecium bursaria Focke, 1836   
Paramecium calkinsi Woodruff, 1921 1   
Paramecium multimicronucleatum J. H. Powers et C. 
Mitchell, 1910 1   
Paramecium polycaryum Woodruff, 1923  

1   
 

Hymenostomatia  
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Hymenostomatida  
Tetrahymenina  

Tetrahymenidae   
Tetrahymena rostrata (Kahl, 1926) 1   
Tetrahymena pyriformis (Erenberg, 1830)  

1   
Turaniellidae  

Colpidium campylum (Stokes, 1886)  
1   

Colpidium colpoda (Losana, 1829)  
1   

Colpidium striatum Stokes, 1886 1   
Colpidium echini (Russo) 1   

Glaucomidae  
Epenardia sp. 1   
Glaucoma scintillans Ehrenberg, 1838  

1   
 

Ophryoglenina  
Ophryoglenidae  

Ophryoglena sp.   
 

Scuticociliatida 
 
Philasterina   

Pseudocohnilembidae 
  

Pseudocohnilembus sp. 1   
Uronematidae  

Uronema sp. 1   
Pleuronematin   

Cyclidiidae  
Cyclidium sp. 1   

Pleuronematidae  
Pleuronema sp. 1   
 

Peritrichia  
Sessilida  

Astylozoidae  
Astylozoon sp. 1   
Hastatella sp. 1   

Ophrydiidae  
Ophrydium sp. 1   

Vaginicolidae  
Platycola sp. 1   
Pyxicola sp. 1   
Cothurnia sp. 1    
Thuricola sp. 1   
Vaginicola sp. 1   

Vorticellidae   
Vorticella annulata Gourret et Roeser, 1888  

1   
Vorticella campanula Ehrenberg, 1831  

1   
Vorticella convallaria Linnaeus, 1758  

1   
Vorticella costata Sommer, 1951 1   
Vorticella cylindrica Dons, 1915 1   
Vorticella granulata Kahl, 1933 1   
Vorticella microstoma Ehrenberg, 1830  

1   

Vorticella natans Faure-Fremiet, 1924  
1   

Vorticella oblonga Kirk, 1887 1   
Vorticella quadrangularis Kent, 1881  

1   
Vorticella rhabdophora Stokes, 1885  

1   
Carchesium aselli Engelmann, 1862  

1   
Carchesium epistylis Claparede et Lachmann, 1850  

1   
Carchesium gracilis Faure-Fremiet, 1904  

1   
Carchesium pectinatum (Zacharias, 1897)  

1   
Carchesium polypinum Linnaeus, 1758  

1   
Carchesium steueri (Kahl, 1935)  

1   
Zoothamniidae   

Zoothamnium sp. 1   
Intranstylum sp. 1   

Operculariidae  
Opercularia sp. 1   
Orbopercularia sp. 1   

Scyphidiidae  
Scyphidia sp. 1   

Epistylididae  
Rhabdostyla sp. 1   
Opisthostyla sp. 1   
Campanella sp. 1   
Epistylis microdiscum Stiller, 196  

1   
Epistylis hentscheli Kahl, 1935 1   
Epistylis chrysemidis Bishop et Jahn, 1941  

1  
Epistylis cambari (Potts, 1886) 1   
Epistylis lacustris Imhoff, 1884 1   
 

Mobilida  
Trichodinidae  

Trichodina sp. 1   
Urceolariidae  

Urceolaria sp. 1   
Leiotrochidae  

Leiotrocha sp. 1   
Polycyclidae  

Polycycla sp. 1   
Trichodinopsidae  

Trichodinopsis sp. 1   
 

Prostomatea  
Prostomatida  

Holophryidae  
Holophrya sp. 1   
 

Prorodontida  
Prorodontidae  

Prorodon sp. 1   
Urotrichidae  

Urotricha sp. 1   
Colepidae  
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Coleps hirtus (O.F.Müller, 1786)   
1   

 
Litostomatea  

Haptoria  
Haptorida  

Spathidiidae  
Spathidium sp. 1   

Lacrymariidae  
Lacrymaria sp. 1   

Trachelophyllidae  
Trachelophyllum sp. 1   
Chaenea sp. 1   

Didiniidae  
Didinium sp. 1   

Mesodiniidae  
Mesodinium sp. 1   
 

Pleurostomatida  
Amphileptidae  

Loxophyllum sp. 1    
Amphileptus sp. 1   
Litonotus sp. 1   
 

Pharyngophorida 
 

Actinobolinidae   
Actinobolina sp. 1   

Tracheliidae  
Trachelius sp. 1   
Dileptus sp. 1  
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1999 2008 10  

 
 

1973 1977
1981 1991 1995

2002 2005 A,Ruttner-Kolisko 
(1974)

127 1 6
97 15 1

247
12

259
2008  

 
Rotifera  

Rotatoria  
Digononta  

Bdelloidea  
Philodidae  

Rotaria rotatoria (Pallas, 1766)  
Rotaria neptunia (Ehrenberg, 1882)  

 
Philodina roseola Ehrenberg, 1832  

 
Philodina erythrophthalma Ehrenberg, 1830  

 
Dissotrocha aculeata (Ehrenberg, 1832)  

 
Macrotrochela multispinosus (Thompson, 1892)  

1  
 

Monogononta  
Collothecaceae  

Collothecidae  
Collotheca ornata (Ehrenberg, 1835)  
Stephanoceros fimbriatus (Goldfuse, 1820)  

1  
Stephanoceros eichhormi Ehrenberg, 1832  

1  
 

Flosculariaceae  
Flosculariidae  

Lacinularia floscularia (O.F.Müller, 1758)  
 

Floscularia ringens (Linnaeus, 1758)  
Floscularia janus (Hudson, 1881)  

Limnias melicerta Weisse, 1848  
 

Ploima  
Conochilidae  

Conochilus hippocrepis (Schrank, 1830)  
Conochilus unicornis Rousselet, 1892  

 
Conochiloides natans (Seligo, 1900)  

1  
Conochiloides coenbass Skorikov, 1914  

1  
Conochiloides dossuarius (Hudson, 1885)  

1  
Synchaetidae  

Synchaeta stylata Wierzejski, 1893  
Synchaeta tremula (O.F.Müller, 1786)  
Synchaeta oblonga (Ehrenberg, 1832)  

 
Polyarthra vulgaris Carlin, 1943  

1  
Polyarthra trigala Ehrenberg, 1834  

1  
Polyarthra euryptera (Wierzejski, 1893)  

 
Notommatidae  

Monommata grandis Tessin, 1890  
Trichoceridae  

Trichocerca capucina (Wierzejski and Zacharias, 1893) 
 

Trichocerca longiseta (Schrank, 1802)  
 

Trichocerca elongata (Gosse, 1886)  
 

Trichocerca cylondrica (Imhof, 1891)  
 

Trichocerca scipio (Gosse, 1886) 1  
Trichocerca iernis (Gosse, 1887) 1  
Trichocerca bicristata (Gosse, 1887)  

 
Trichocerca rattus (O.F.Müller, 1776)  

 
Trichocerca cristata Harring, 1913  

 
Trichocerca stylata (Gosse, 1851)  
Diurella dixon-nuttalli Jennings, 1903  

 
Diurella branchyura (Gosse, 1851)  
Diurella collaris (Rousselet, 1896)  

 
Diurella porcellus (Gosse, 1851) 1  
Diurella stylata (Gosse, 1851) 1  
Diurella birostris (Minkiewicz, 1900)  

1  
Diurella insignis Herrick, 1885  
Diurella tenuior (Gosse, 1886) 1  
Diurella tigris (O.F.Müller, 1786)  

Asplanchnidae  
Asplanchna priodonata Gosse, 1850  
Asplanchna herricki De Guerne, 1880  

 
Asplanchna sieboldi (Leydig, 1854)  

 
Asplanchnopus multiceps (Schrank, 1793)  
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Brachionidae  
Brachionus calyciflorus Pallas, 1766  
Brachionus budapestinensis Daday, 1885  

 
Brachionus caudatus Barrois and Dady, 1894  

1  
Brachionus dimidiatus (Bryce, 1931)  

1  
Brachionus angularis Gosse, 1851  
Brachionus quadridentatus Hermann, 1783  

 
Brachionus leydigii Cohn, 1862  
Brachionus urceolaris O.F.Müller, 1773  

 
Brachionus rubens Ehrenberg, 1838  
Brachionus plicatilis (O.F.Müller, 1786)  

 
Brachionus forficula Wierzejski, 1891  

 
Brachionus falcatus Zacharias, 1898  

 
Brachionus diversicornis (Daday, 1883)  
Keratella cochlearis (Gosse, 1851)  
Keratella valga Ehrenberg, 1834  

 
Keratella quadrata (O.F.Müller, 1786)  

 
Keratella serrulata (Ehrenberg, 1838)  

 
Notholca acuminata (Ehrenberg, 1832)  
Notholca foliacea (Ehrenberg, 1838)  
Notholca labis Gosse, 1887  
Notholca striata (O.F.Müller, 1786)  
Notholca squamula (O.F.Müller, 1786)  

1  
Argronotholca foliacea Gillard, 1948   

 
Kellicottia longispina (Kellicott, 1879)  
Platyas quadricornis (Ehrenberg, 1832)  

 
Platyas patulus (O.F.Müller, 1786)  
Anuraeopsis fissa Gosse, 1851  

Euchlanidae  
Lepadella oblonga (Harring, 1913)  
Lepadella benjamini Harring, 1916  

1  
Lepadella amphitropis Harring, 1916  

1  
Lepadella latusinus var. americana Myers, 1934  

1  
Lepadella acuminata Ehrenberg, 1834  

 
Lepadella serrata Yamamoto, 1951  

1  
Lepadella heterostyla (Myers, 1913)  

 
Lepadella triptera Ehrenberg, 1830  

1  
Lepadella petrigoides Dunlop, 1897  

 
Lepadella ehrenbergii (Perty, 1850)  

1  
Dipleuchlanis propatula De Beauchamp, 1910  

 

Euchlanis dilatata Ehrengerg, 1832  
Euchlanis deflexa Gosse, 1851 1  
Euchlanis triquetra Ehrenberg, 1838  

 
Colurella unicinata (O.F.Müller, 1773)  
Colurella obtusa (Gosse, 1886)  
Colurella adriatica Ehrenberg, 1831  

1  
Colurella bicuspidata (Ehrenberg, 1832)  

1  
Colurella colurus (Ehrenberg, 1830)  

1  
Colurella tesselata (Glascott, 1893)  

1  
Mytilina ventralis (Ehrenberg, 1832)  
Mytilina mucronata (O.F.Müller, 1776)  

 
Mytilina bicarinata (Perty, 1850)  

 
Mytilina trigona (Gosse, 1851) 1  
Mytilina acanthophora Hauer, 1938  

 
Trichotria tetractis (Ehernberg, 1830)  

 
Trichotria pocillum (O.F.Müller, 1776)  

 
Trichotria truncata (Whitelegge, 1889)  

1  
Macrochaetus collinsi (Gosse, 1867)  
Macrochaetus sericus (Thorpe, 1893)  

1  
Macrochaetus serica Harring, 1893  

 
Lecane rhenana Hauer, 1929 1  
Lecane papuana (Murray, 1913) 1  
Lecane sverigis Ahlstrom, 1934 1  
Lecane haliclysta Harring and Myers, 1926  

1  
Lecane ludwigii (Eckstein, 1893)  

 
Lecane luna (O.F.Müller, 1776)  
Lecane satyrus Harring and Myers, 1926  

 
Lecane flexilis (Gosse, 1886) 1  
Lecane hornemanni (Ehrenberg, 1834)  

1  
Monostyla hamata Stoke, 1897  
Monostyla sinuata Hauer, 1937 1  
Monostyla arcuata Bryce, 1891  
Monostyla closterocerca Schmarda, 1859  

 
Monostyla pygmaea Daday, 1897  

 
Monostyla crenata Harring, 1913  

1  
Monostyla lunaris Ehrenberg, 1832  

 
Monostyla bulla Gosse, 1851  
Monostyla quadridentata (Ehrenberg, 1832)  

 
Monostyla stenroosi Meissner, 1908  
Monostyla acus Harring, 1913  

Filiiniidae  
Filinia longiseta (Ehrengerg, 1834)  
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Filinia terminalis (Plate, 1886)  

1  
Tetramastix opoliensis Zacharias, 1898  

 
Hexarthra mira Hudson, 1871  
Testudinellidae  
Testudinella patina (Hermann, 1783)  
Pompholyx complanata Gosse, 1851  
Ploesomatidae  
Ploesoma truncatum (Levander, 1894)  
Ploesoma lenticulare Herrick, 1885  

1  
Ploesoma triacanthum (Bergendal, 1892)  

 
Ploesoma hudosoni (Imhof, 1891)  
 
Gastrotricha  

Gastrotricha  
Chaetonotida  

Chaetonotidae  
Chaetonotus sp.  
 
Nematoda  

Nematoda  
Diplogasterida  

Diplogasteridae  
Diplogasteritus sp.  
Diplogasteriana sp.  
Paroigolaimella sp.  

Neodiplogasteridae  
Diplenteron sp.  
 

Chromadorida  
Chromadoridae  

Ethmolaimus sp.  
 

Rhabditida  
Rhabditidae  

Pelodera sp.  
 
Arthropoda  

Crustacea  
Branchiopoda  

Phyllopoda  
Diplostraca  

Cladocera  
�@Ctenopoda   

Sidae  
Sida crystallina (O.F.Müller, 1776)  
Diaphanosoma brachyurum Lieve, 1848  

 
Diaphanosoma paucispinosum Brehm, 1944  

 
Holopedidae  

Holopedium gibberum Zaddach, 1855  
 

Anomopoda   
Daphniidae  

Daphnia pulex Leydig, 1860  

Daphnia longispina O.F.Müller,1785  
Daphnia hyalina Leydig, 1860  

 
Daphnia galeata Sars, 1864  
Daphnia cucullata Sars, 1862  
Daphnia rosea Sars, 1862  
Daphnia magna Straus, 1820  
Daphnia similis Claus, 1876 1  
Daphnia ambigua Scurfield, 1947  
Daphnia obtusa Kurz, 1874 1  
Scapholeberis mucronata O.F.Müller,1785  

 
Scapholeberis kingi Sars, 1903  

1  
Simocephalus vetulus (O.F.Müller, 1776)  

 
Simocephalus exspinosus (Koch, 1841)  

 
Simocephalus serrulatus (Koch, 1841)  

 
Ceriodaphnia reticulata (Jurine, 1820)  

 
Ceriodaphnia megalops (Sars, 1862)  

 
Ceriodaphnia pulchella Sars, 1862  

 
Ceriodaphnia quadrangula (O.F.Müller, 1785)  

 
Ceriodaphnia cornuta Sars, 1855  
 (Syn. Ceriodaphnia rigaudi Richars, 1894) 
Ceriodaphnia dubia Richard, 1894  
 (Syn. Ceriodaphnia affinis Lilljeborg, 1900) 
Moina macrocopa (Straus, 1820)  
Moina weismanni Ishikawa, 1896  

 
Moina micrura Kurz, 1874 (Syn. 
Moina dubia De Gverne and Richard, 1892) 
Moina rectirostris (Leydig, 1860)  

Bosminidae  
Bosmina longirostris (O.F.Müller, 1785)  
Bosmina fatalis Burckhardt, 1924  
Bosmina coregni Baird, 1857  
Bosminopsis deitersi Richard, 1895  

 
Macrothricidae  

Ilyocryptus sordidus (Lievin, 1848)  
 

Drepanothrix dentata (Euren, 1861)  
 

Macrothrix rosea (Jurine, 1820)  
Streblocerus serricaudatus (Fischer, 1848)  

 
Chydoridae  
Camptocercus rectirostris Schoedler, 1862  

 
Acroperus harpae Baird, 1835  
Graptoleberis testudinaria (Fischer, 1848)  

 
Rhynchotalona falcata (Sars, 1862)  

 
Alona guttata Sars, 1862  
Alona rectangula Sars, 1862  
Alona quadrangularis (O.F.Müller, 1785)  
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Alona affinis (Leydig, 1860)  
Alona costata Sars, 1862  
Alona karua King, 1853 1  
Alonella karua (King, 1851)  
Pleuroxus trigonella (O.F.Müller, 1785)  
Alonella excisa (Fischer, 1854)  
Chydorus ovalis Kurz, 1875  
Chydorus sphaericus (O.F.Müller, 1785)  
Chydorus gibbus Lilljeborg, 1890  
Monospilus dispar Sars, 1862  
 

Onychopoda   
Polyphemidae  

Polyphemus pediculus (Linneaus, 1761)  
 

 
Haplopoda   

Leptodoroidae  
Leptodora kindtiis (Focke, 1844)  
 

Maxillopoda  
Copepoda  

Neocopepoda   
Gymnoplea   

Calanoida   
Centropagidae  

Sinocalanus tenelllus (Kikuchi, 1928)  
 

Temoridae  
Eurytemora affinis (Poppe, 1880)  

 
Pseudodiaptomidae  
Pseudodiaptomus inopinus Burckhardt, 1913 

 (Syn. 
Pseudodiaptomus japonicus Kikuchi, 1913) 

Diaptomidae  
Acanthodiaptomus pacificus (Burckhardt, 1913)  

(Syn. Diaptomus 
 pacificus Burckhardt, 1913) 

Neutrodiaptomus formosus (Kikuchi, 1928)  
 

Heriodiaptomus kikuchii Kiefer, 1932  
 

Heriodiaptomus nipponicus (Kokubo, 1912)  
 

Sinodiaptomus valkanovi Kiefer, 1938  
 

Neutrodiaptomus formosus (Kikuchi, 1928)  
 

Eodiaptomus japonicus (Burckhardt, 1913)  
 

 
Podoplea   

Cyclopoida  
Cyplopidae  

Halicyclops japonicus Ito, 1956  
 

Macrocyclops albidus (Jurine, 1820)  
 

Macrocyclops fuscus (Jurine, 1820)  
Tropocyclops prasinus (Fischer, 1860)  

 

Eucyclops serrulatus (Fischer, 1851)  
 

Paracyclops fimbriatus (Fischer, 1853)  
Cyclops vicinus Uljanin, 1875  
Cyclops strenuus Fischer, 1851  
Diacyclops crassicaudis Sars, 1863  

1  
Mesocyclops ruttneri Kiefer, 1981 

 (Syn. Mesocyclops  
leuckarti Claus, 1857) 

Thermocyclops crassus (Fischer, 1853)  
1  

Thermocyclops hyalinus Rehberg, 1980  
1  

Thermocyclops taihokuensis Harada, 1931 
 (Syn. Mesocyclops 

 asiatica Kiefer, 1932) 
 

Harpacticoida  
Canthocamptidae   

Canthocamptus staphylinus Jurine, 1929  
1  

 
Ostracoda  

Podocopa  
Podocopida   

Cypridacea  
Ilyocyprididae  

Ilyocypris angulata Sars, 1903  
 

Ilyocypris dentifera Sars, 1903 
(Syn. Ilyocypris gibba  

Broodbakker, 1987 ) 
Ilyocypris japonica Okubo, 1990  

Candonidae  
Candona japonica Okubo, 1990  
Physocypria nipponica Okubo, 1990  

 
Cyprididae  

Chrissia formosa (Klie, 1938)  
 

Chrissia vittata Okubo, 1974  
Stenocypris hislopi Ferguson, 1969  

 
Stenocypris viridis Okubo, 1990  

 
Stenocypris major (Baird, 1859)  

 
Ilyodromus smaragdinus Sars, 1894  

 
Dolerocypris sinensis Sars, 1903  

 
Dolerocypris fasciata var. nipponensis Okubo, 1972  

 
Tamucypris pellucida (Klie, 1932)  
Cyprinotus uenoi Brehm, 1936  
Cyprinotus setoensis Okubo, 1990  

 
Cyprinotus kimberleynsis McKenzie, 1966  

 
Heterocypris incongruens (Ramdohr, 1808)  

 
Heterocypris attenuata Gauthier, 1938  
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Heterocypris bulgarica Sywula, 1968 

 (Syn. Heterocypris 
 takedai Okubo, 1973) 

Hemicypris mizunoi Okubo, 1990  
 

Hemicypris kibiensis Okubo, 1990  
Hemicypris nipponica Okubo, 1990  

 
Hemicypris vulgaris Okubo, 1990  

 
Cypris subglobosa Sowerby, 1840  

 
Cypris maculosa Bronstein, 1925  
Strandesia decorata (Sars, 1903)  
Cypretta seurati Gauthier, 1929  
Cypridopsis uenoi Brehm, 1933  
Cypridopsis japonica Okubo, 1990  

 
Cypridopsis nigrovittata Okubo, 1990  

 
 
Annelida  

Oligochaeta  
Plesiopora  

Aeolosomatidae  
Aeolosoma hemprichi Ehrenberg, 1828  

 
 

Archioligochaeta  
Naididae  

Nais variabilis Piget, 1906  
Nais bretsheri Miehaelsen, 1899  
Nais elingusis O.F.Müller, 1773  
Pristina longiseta Ehrenberg, 1828  
Pristina aequisteta Bourne, 1891  

 
Paranais litoralis (Müller, 1784)  
Dero limosa Leidy, 1852  
Stylaria lacustris Linneaus, 1767  

Tubificidae  
Limnodrilus socialis Stephenson, 1912  
Limnodrilus grandisetosus Nomura, 1932  

 
Branchiura sowerbyi Beddard, 1892  
Tubifex hattai Nomura, 1926  
 

Neoligochaeta  
Enchytraeidae  

Enchytraeus sp.  
Lumbriculidae  

Lumbriculus sp.  
 
Tardigrada  

Eutardigrada  
Parachela  

Macrobiotidae  
Macrobiotus sp. 1  
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(Phytomastigophorea)
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orina sp. (Sarcom
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hizopoda Lobosea Amo
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Ciliophora
Heterotrichea Heterotrichia

Heterotrichida Stentor coeruleus, 
Spirotrichea Oligotrichia

Oligotrichida Halteria grandinella

Sarcoma
stigophora Mastigophora

Phytomastigophorea Eugleni
da Phacus pleuronectes Euglena viridis

Heterokontophyta Bac
illariophyceae Pennatophycidae

 



 

- 66 - 
 

Naviculales
Cymbellaceae Cymbella spp.

Naviculaceae Navicula spp.
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MOLLUSCA  
GASTROPODA  

VETIGASTROPODA  
NERITIMORPHA   

Vivipariidae   
1) Cipangopaludina chinensis laeta   
 

BLASOMMATOPHORA   
Physidae  

2) Physa acuta   
 

Lymnaeidae  
3) Austropeplea ollula   
 

BIVALVIA  
VENEROIDA  

Sphaeriidae  
4) Sphaerium japonicum   

ANNELIDA   
OLIGOCHAETA   
Tubificidae  

5) Tubificidae spp.  
6) Branchiura sp.  
 

HIRUDINOIDEA  
PHARYNGOBDELLIDA  

7) Erpobdellidae sp.  
 

ARTHROPODA   
ARACHNIDA   

ARANEAE   
8) Araneae spp.    
 

INSECTA  
COLLEMBOLA
9) Collembola spp

HEMIPTRA 
Belostomatidae   

10) Diplonychus major  
 

COLEOPTERA  
Dytiscidae   

11) Graphoderus adamsii  
12) Rhantus pulverosus  
 

Hydrophilidae  
13) Berosus lewisius  
14) Berosus sp.  

 
Haliplidae   

15) Peltodytes intermedius   
 

Staphylinidae  
16) Staphylinidae spp.  
 

DIPTERA  
Tipuliidae   

17) Tipuliidae sp.  
Chironomidae   

18) Chironomidae spp.  
Stratiomyinae   

19) Stratiomyinae sp.  
 

HYMENOPTRA  
Formicidae   

20) Formicidae spp.  
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Benthic Fauna before and after the Winter-flooding of 
Rice-paddy. Ryouichi Kuranishi. 
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Rice-paddy.  Masahiko Tanaka. 

e 

f 

g 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 
 



印旛沼流域水循環健全化調査研究報告 1: 78-86．Oct.2012                        ５－７ 

- 78 - 
 

 

印旛沼および周辺水田の鳥類と冬期湛水 

神 伴之１・百目木純子２・大野美枝子３・佐久間忍４ 

１千葉県立中央博物館友の会 〒285-0846 佐倉市上志津 1776-49 （tmykjin091243@catv296.ne.jp） 

２千葉県立中央博物館友の会 〒285-0846 佐倉市上志津 1670 
３佐倉自然同好会 〒285-0831 佐倉市染井野 1-2-9 
４佐倉自然同好会 〒285-0863 佐倉市臼井 586-14 

 

 

    要 旨 

印旛沼及び周辺の水田，慣行水田とそれに冬期湛水した水田等において，４年８ヶ

月間，鳥類調査をおこなった．全調査地区からは，カワウやカルガモなどの水面・水

辺の鳥をはじめ，ヒバリやスズメなど草原・林地の鳥など 80種の鳥類が記録された．

慣行区と冬期湛水区においては，昼間の慣行区では冬を中心にタシギやヒバリが多い

のに対し，冬期湛水区では夏にツバメやサギ類が多く観察された．また総出現種数は

冬期湛水区で多かったが，飛来の個体数はむしろ慣行区で多かった．両区の違いは夜

間に顕著に表れた．慣行区では夜間，タシギ等が散見されるのみであったが，冬期湛

水区ではカルガモやコガモなどカモ類が多く飛来しており，時には数十羽もの飛来が

夜間に確認された．2012年にはコハクチョウの群れが飛来した．鳥類にとっての冬

期湛水田の効果が明らかになった，冬期湛水した水田周辺の禁猟措置が必要である． 

キーワード：水田，湿地，カモ類，サギ類，シギ類，冬期湛水，印旛沼 

 

 

はじめに 
 ガンやカモ，ハクチョウなどが飛来する冬期に水

田を湛水することで天敵に対する備えや餌の取りや

すさなどの条件が整い，これらの種が湛水水田を利

用することが考えられる．特にカモ類はその採食の

仕方により，湛水水田を好むようである（羽田 ,1962）．

冬期湛水の試みは宮城県伊豆沼や蕪栗沼周辺水田で

10 年ほど前から取り組まれ，その成果により，昨年

行われた COP10 で「農業生物多様性決議」の一部

として「水田決議」が採択された． 

 多種多様な鳥類が数多く集まる印旛沼に隣接する

本調査地は，湛水による飛来効果が期待できる．か

つて印旛沼を干拓してつくられた乾田の慣行水田と

それを冬期湛水した水田において，飛来する種と数

を比較することによって湛水効果がどれだけあるか

を調査した． 

 

調査地概要 
 調査対象地は印旛沼の干拓地の佐倉市萩山新田

（35°45′N，140°13′W）と隣接する印旛沼西

部調整池である．荻山新田の水田において慣行区及

び冬期湛水区，各 100m×90m を一ヶ所ずつ計２ヶ

所設定した．冬期湛水区は中央排水路に面した水田

で，慣行区はその内陸に約 100m 入り込んでいる水

田である（図１）． 

 

１．慣行区  

 慣行区は，圃場整備された通常の水管理の水田で 

ある．４月に水張り，代掻き，田植え，７月に一旦

中干し，再度水が張られるが 8 月中旬に落水，9 月

中旬に稲刈りされる．その後は，翌年 4 月まで水が

無い状態となる．ただし，大雨が降ると部分的にし

ばらく水が溜まることがある（図２）． 

 

２．冬期湛水区 

  冬期湛水区の稲作管理は基本的に慣行区と同様で

ある．冬期湛水は，2006 年 1 月に開始され，隣接

する中央排水路の水をポンプにより一定間隔で給水

した．実際に安定して湛水されたのは２月から３月

である．２年目の冬期湛水は，2006年 11月から 2007

年３月まで，３年目は 2007 年 10 月から 2008 年５

月の田植え時期まで続いた．４年目も 2008 年 10 月

から 2009 年の３月まで実施された．2009 年の稲刈

り後は畦補修のため年内湛水はできず，湛水は 2010

年 2 月から 3 月であった．冬期湛水時の平均水深に

ついては，2006 年，2007 年は約 10cm，湛水 3 年

目の 2008 年 12 月は約 12cm であった（図３）．  

 

３．萩山新田地区   

湛水区，慣行区及び周辺水田と隣接水路を含んだ範

囲の 10.5ha を萩山新田地区とした．   

 

４．印旛沼西部調整池区 

  萩山新田地区に隣接した印旛沼西部の調整池区で

沼の水面と周辺のヨシ原群落で構成される 17.5ha

（図４）． 
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図１．調査地位置図（佐倉市都市計画課の白地図に上書きした）．        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．慣行区 2006 年 2 月．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．冬期湛水区 2006 年 2 月．  

印旛沼 

印西市 

佐倉市 

印旛沼西部調整池区 

萩山新田地区 

冬期湛水区 

慣行区  



 

- 80 - 
 

調査方法 
１．昼間調査 

 2005 年８月～2010 年３月の月１回 9:00～12:00

において，調査地の地上・水面上及び上空を通過す

る鳥類の種名とその個体数を記録した．萩山新田区

の調査は，幹線道路から中央排水路に向かって歩き

ながら記録し，印旛沼西部調整池区においては双子

公園区域から記録した． 

 

２．夜間調査 

 2005 年 12 月～2010 年３月，慣行区と冬期湛水

区において，春期～夏期の稲作時期を除き，９月～

翌年４月の冬期湛水時期を中心に実施した．調査は

基本的に昼間調査と同じ日の 21:30～22:30 の時間

帯にサーチライトを用い，目視，鳴き声や羽音も参

考に種名とその個体数（概数）を記録した．ただし

2006 年９月，10 月，11 月は夕方 17:00～18:00 の

調査とした． 

 

結 果 
１．調査地域の鳥類相 

 2005 年８月から 2010 年３月までの期間に慣行区

と冬期湛水区を含む萩山新田区および印旛沼西部調

整池区全体での調査は 56 回，そしてすべての調査

で記録された鳥類は 80 種であった（表１）．１回  

の調査で最も多くの鳥類が記録されたのは，2010 

年１月の 39 種であった．１回の調査で 30 種以上が

記録されたのは 10 回であるが，そのほとんどは秋

から冬の期間であった． 

 全調査区域で最も出現頻度の高い鳥類はカワウで

95％の頻度で記録された．またカルガモ，ヒバリ，

スズメも，ともに 89％の頻度であった．その他には

カイツブリやオオバン，またアオサギやダイサギな

どの水面・水辺の鳥類とともにホオジロやカワラヒ

ワ，モズといった草原・林地に生息する鳥類も多く

記録された．さらに猛禽の葦原を好むチュウヒ、田

んぼを好むノスリ、トビや都市鳥のハシブトガラス、

ハシボソガラスも多かった． 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４．双子公園からの印旛沼 2009 年 7 月．  

 

その他注目される種としては，2009 年 11 月にコ

ハクチョウの上空通過が 1 羽確認された．また，ム

ナグロやタゲリ，チュウシャクシギなどシギ・チド

リの仲間なども記録された．  

  印旛沼西部調整池区では，年間ではカイツブリ，

カワウ，カルガモが多く記録されたが，秋から冬に

かけてはマガモ，コガモ等のカモ類が飛来し，常に

数十羽から時には数百羽に達した．また，夏にはセ

ッカが多く，冬にはチュウヒやミサゴが多く記録さ

れた（表２）． 

 萩山新田地区では，やはり夏にセッカやオオヨシ

キリが多く，チュウサギやゴイサギ等サギ類が多か

った．この地区の秋から冬にかけてはタシギ，タヒ

バリ，ツグミのほかカワラヒワの群れも観察された．

年間を通じて多いのはヒバリやスズメが上げられた

（表３）． 

 

２．冬期湛水と鳥類 

 昼間の慣行区と冬期湛水区の鳥類の記録を表４と

表５に示した．慣行区では冬を中心にヒバリやタシ

ギが頻繁に観察されたが，夏にはときおりセッカや

カルガモが散見されるのみで極めて少なかった．一

方の冬期湛水区でもやはりヒバリが多いが，慣行区

ほどではなかった．むしろカルガモやチュウサギや

コサギそしてツバメが，夏を中心に頻繁に観察され

た．全調査期間に記録された鳥類の種数は，慣行区

が 19 種に対し冬期湛水区では 26 種であった．ただ

し，記録された総個体数は慣行区の方が多かった． 

 夜間調査では慣行区と冬期湛水区で大きな差がみ

られた（表６）．夜の慣行区ではタシギが散見され，

ゴイサギが１回記録されたのみであったが，冬期湛

水区ではカルガモ，コガモ等のカモ類が多く観察さ

れ，夜間 0.9ha の調査区のなかに数十羽記録される

事もあった． 

 

３．コハクチョウの飛来 

2012 年 2 月～3 月に，佐倉市萩山新田の冬期湛水

試験の水田に初めてコハクチョウが群で飛来した．

湛水田をねぐらとしつつ採食し，水田の草はほとん

ど食べ尽くされた．以下はその飛来の記録． 

2 月 3 日 16 羽，4 日 7 羽，5 日 50 羽，13 日 108

羽，15 日 133 羽，17 日 154 羽，18 日 132 羽，19 日 132

羽，20 日 約 100 羽，22 日 66 羽，23 日 63 羽，26

日約 100 羽，29 日 74 羽，３月７日 2 羽（記録者：

神伴之・三門増雄・大野美枝子・和田信裕）． 

 

 

考 察 
１．冬期湛水の効果 

冬期湛水効果はきわめて顕著に現れ，特に夕方か

ら夜間において多数のカモ類が湛水水田に飛来した．

しかし気象条件が影響するのか，他の要因か，湛水

後必ずカモ類が来ているとは限らない．カモ類の飛

来数は湛水直後が多い傾向にあるが，その後はバラ

ツキがあった．慣行水田ではカモは全く飛来せず，

周辺田んぼで水が溜まっているような場所で，数は 
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1
1

2
1

1
1

1
2

2
4
ト
ビ

2
3

1
1

1
1

1
1

1
1

5
1

1
2

1
2

1
5

1
1

5
2
5
ツ
ミ

1
1

2
6
ノ
ス
リ

2
1

1
1

1
2

2
7
チ
ュ
ウ
ヒ

2
1

2
1

1
1

1
1

1
2

4
1

2
3

2
2

2
4

2
8
ハ
ヤ
ブ
サ

1
1

2
9
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ

1
1

1
3
0
キ
ジ

1
1

3
1
バ
ン

1
1

2
2

3
2
オ
オ
バ
ン

2
2

1
2

1
2

1
1

4
6

1
1
1

1
3

1
5

1
4

1
5

1
1

2
1

2
8
8

1
2

5
3

1
1

2
1

3
1

2
8
8

3
3
コ
チ
ド
リ

2
2

3
4
ム
ナ
グ
ロ

6
6

3
5
タ
ゲ
リ

2
4

1
1
1

2
4

3
6
チ
ュ
ク
シ
ャ
ク
シ
ギ

1
1

3
7
ユ
リ
カ
モ
メ

4
2

2
1
4

3
1
2

5
2

8
5

1
6

2
2

5
2

1
6

3
8
セ
グ
ロ
カ
モ
メ

2
1

1
1

4
1

2
1
1

カ
モ
メ
の
仲
間

2
1

2
3
9
ア
ジ
サ
シ

5
5

2
2

1
0

1
0

4
0
コ
ア
ジ
サ
シ

1
2

1
5

1
2

1
2

ア
ジ
サ
シ
の
仲
間

2
1

1
2

4
1
キ
ジ
バ
ト

1
1

1
1

1
4

1
4

4
2
ホ
ト
ト
ギ
ス

1
1

4
3
ア
マ
ツ
バ
メ

1
1

1
1

2
1

1
0

1
0

4
4
カ
ワ
セ
ミ

1
1

1
2

1
1

2
2

2
2

1
1

1
1

2
4
5
コ
ゲ
ラ

1
1

4
6
ヒ
バ
リ

1
1

1
1

3
1

1
1

2
1

4
2

1
1

2
1

4
4
7
ツ
バ
メ

2
2

1
1

6
4

1
1

4
5

2
2

1
3

7
1

7
4

5
7

4
8
ハ
ク
セ
キ
レ
イ

2
1

1
6

2
1

5
1

2
2

1
1

3
2

3
2

2
1

1
1

6
4
9
セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ

1
1

1
1

2
2

2
5
0
タ
ヒ
バ
リ

4
2

2
1

6
6

5
1
ヒ
ヨ
ド
リ

2
3

1
3

5
2
モ
ズ

1
1

1
3

1
1

1
1

2
1

1
1

2
1

1
1

1
1

2
1

3
3

5
3
ジ
ョ
ウ
ビ

1
1

1
1

1
5
4
シ
ロ
ハ
ラ

2
2

5
5
ツ
グ
ミ

2
3

4
1

2
2

2
1

1
1

1
3

7
7

5
6
ウ
グ
イ
ス

1
1

1
1

1
1

5
7
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ

2
1

1
1

1
1

2
5
8
セ
ッ
カ

1
2

2
3

2
2

2
4

2
1

2
4

3
1

1
1

2
1

1
4

5
9
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

2
2

6
0
メ
ジ
ロ

1
4

4
6
1
ホ
オ
ジ
ロ

1
1

1
1

2
2

1
2

1
2

7
1

1
1

2
1

1
4

1
1

1
1

1
7

6
2
カ
シ
ラ
ダ
カ

1
6

4
2
8

2
1

8
1

2
8

6
3
ア
オ
ジ

4
1

5
5

6
4
オ
オ
ジ
ュ
リ
ン

1
3

1
5

1
4

5
6
5
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ

2
3

1
1
3

1
2

3
2

1
2

2
9

7
7

3
1

1
9

6
3

1
6
1

2
2

3
7

3
9

1
7
7

6
6
ベ
ニ
マ
シ
コ

1
1

6
7
シ
メ

2
1

2
6
8
ス
ズ
メ

3
1

1
8

3
1
0

9
6

4
4

5
5

9
5

8
5

9
2

6
6

1
4

5
1

2
2

3
2

4
5
9

5
5

2
4

3
2

1
1
9

2
4

2
3

2
4

1
5
9

6
9
ム
ク
ド
リ

8
8

2
1

1
4

3
8

7
0
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス

3
2

1
2

1
1

1
2

1
2

4
1

1
3

2
4

7
1
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

2
1
0

1
1

9
1
0

7
2
ド
バ
ト

2
7

1
3

1
3

1
1

1
3

1
0

1
3

個
体
数

3
3

3
3

1
9

2
1

1
0

3
5

5
8

5
7
6

3
9

6
1

4
3

5
6

3
7

1
0
0

9
2

4
4
6

9
3

1
0
2

9
3

6
4

1
1
3

5
0

2
1

1
9

5
0

1
3
7

6
5

3
1
0

1
0
5

2
4
6

1
5
1

1
2
6

1
5
2

4
2

6
0

3
1

8
3

1
0
9

1
8
4

4
4
1

2
5
5

6
9

3
8
1

1
7
6

9
6

3
0

3
6

3
8

6
8

1
2
4

1
8
6

2
4
0

1
0
5

2
6
3

1
7
1

1
1
7

5
7
6

種
数

8
9

9
1
1

3
8

1
3

9
1
3

1
5

1
7

1
5

1
1

1
1

1
4

1
4

1
4

1
7

2
0

8
1
4

9
9

1
0

1
3

1
0

1
0

2
1

2
3

2
1

1
9

1
1

2
0

1
5

1
5

1
6

1
2

1
0

2
1

2
2

1
5

1
6

2
3

2
5

7
1
0

1
3

1
2

1
2

1
3

1
7

2
5

1
5

2
4

2
4

1
6

2
5

2
0
1
0

年

調
査
日

2
0
0
5

2
0
0
6

2
0
0
7

2
0
0
8

2
0
0
9
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表
３
．
萩
山
新
田
地
区
（昼

間
）の

鳥
類
,2
00
5年

8月
-2
01
0年

3月

A
ug

S
ep

O
ct

N
ov

D
ec

Ja
n.

Fe
b

M
ar

A
pr

M
ay

Ju
n

Ju
l

A
ug

S
ep

O
ct

N
ov

D
ec

Ja
n.

Fe
b

M
ar

A
pr

M
ay

Ju
n

Ju
l

A
ug

S
ep

O
ct

N
ov

D
ec

Ja
n.

Fe
b

M
ar

A
pr

M
ay

Ju
n

Ju
l

A
ug

S
ep

O
ct

N
ov

D
ec

Ja
.

Fe
b

M
ar

A
pr

M
ay

Ju
n

Ju
l

A
ug

S
ep

O
ct

N
ov

D
ec

Ja
n

Fe
b

M
ar

13
12

12
24

28
29

22
24

24
15

21
29

24
29

30
28

28
31

19
13

29
16

12
19

15
28

30
29

9
18

24
11

6
9

8
19

25
31

28
22

29
28

10
27

13
10

16
24

17
14

19
21

14
25

22
総
数

1
カ
イ
ツ
ブ
リ

2
1

1
1

1
2

8
2
カ
ワ
ウ

1
7

2
1

2
1

2
1

8
6

4
2

2
2

3
8

1
1

1
1

7
10

3
1

1
1

4
3

1
2

89
3
チ
ュ
ウ
サ
ギ

1
7

11
16

7
12

11
4

1
3

9
2

1
4

8
20

38
10

1
33

11
12

8
1

1
23

2
4
ゴ
イ
サ
ギ

11
11

3
1

6
2

3
46

1
3

4
22

9
1

4
8

13
5

5
ア
マ
サ
ギ

2
1

1
4

2
1

3
1

1
1

17
6
ダ
イ
サ
ギ

6
3

2
3

4
2

5
1

1
1

2
1

5
5

2
1

1
2

5
4

1
1

2
1

61
7
コ
サ
ギ

1
2

2
1

6
8
ア
オ
サ
ギ

1
2

5
2

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
21

9
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ

1
1

10
カ
ル
ガ
モ

19
3

3
12

4
4

19
2

1
1

4
14

9
2

4
2

8
13

5
22

6
1

41
9

20
8

11
ミ
サ
ゴ

1
2

1
4

12
ト
ビ

3
1

1
1

1
1

1
2

1
2

2
2

1
1

4
6

1
2

1
1

3
3

41
13
ノ
ス
リ

1
1

1
1

1
2

1
1

2
1

1
2

2
1

1
19

14
サ
シ
バ

1
3

2
1

6
13

15
ハ
イ
イ
ロ
チ
ュ
ウ
ヒ

1
1

16
チ
ュ
ウ
ヒ

1
1

1
2

3
3

2
1

3
2

1
1

21
17
ハ
ヤ
ブ
サ

1
1

1
3

18
コ
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ

1
1

19
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ

1
1

1
3

20
キ
ジ

1
1

2
1

1
1

1
8

21
バ
ン

1
1

2
3

2
1

2
1

13
22
オ
オ
バ
ン

2
1

4
1

2
3

13
23
コ
チ
ド
リ

2
1

3
24
ム
ナ
グ
ロ

3
50

53
25
タ
ゲ
リ

32
11

9
7

22
81

26
キ
ョ
ウ
ジ
ョ
シ
ギ

2
2

27
チ
ュ
ク
シ
ャ
ク
シ
ギ

9
9

28
タ
シ
ギ

10
4

5
3

3
6

1
1

1
3

5
1

3
1

5
2

7
13

4
2

4
8

6
4

4
3

3
11

2
29
キ
ジ
バ
ト

3
2

1
1

3
1

2
3

2
18

30
ホ
ト
ト
ギ
ス

1
1

2
31
ア
マ
ツ
バ
メ

1
1

2
32
カ
ワ
セ
ミ

1
1

1
1

1
1

1
2

1
1

1
12

33
ヒ
バ
リ

2
13

17
80

21
7

7
1

4
4

29
32

13
26

19
9

3
4

2
4

13
29

50
47

13
5

9
3

4
4

4
9

60
36

24
50

19
26

4
1

1
3

2
7

6
30

27
46

8
19

85
6

34
ツ
バ
メ

2
9

1
2

5
18

5
11

8
1

5
7

10
6

1
1

3
5

3
10

3
35
ハ
ク
セ
キ
レ
イ

3
1

1
1

1
2

1
1

1
1

1
1

1
1

3
2

1
1

24
36
セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ

2
3

1
2

3
1

12
37
タ
ヒ
バ
リ

10
5

19
11

6
22

15
4

3
2

17
4

10
5

20
9

42
34

24
20

12
20

33
42

51
27

2
46

9
38
ヒ
ヨ
ド
リ

1
3

2
1

2
5

4
2

1
2

1
4

28
39
モ
ズ

1
1

1
1

1
2

2
1

2
1

2
1

1
2

1
1

4
4

1
1

1
1

2
1

2
2

1
2

2
45

40
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ

1
1

2
41
シ
ロ
ハ
ラ

1
2

3
42
ツ
グ
ミ

1
15

2
1

8
11

6
7

7
41

5
2

10
4

1
1

1
12

4
5

32
3

8
10

6
20

3
43
ウ
グ
イ
ス

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
2

1
2

20
44
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ

7
2

1
8

9
5

3
9

8
8

4
1

1
66

45
セ
ッ
カ

2
8

2
2

6
3

3
2

1
2

5
4

2
3

4
9

6
2

1
2

2
6

1
1

79
46
メ
ジ
ロ

1
1

47
ホ
オ
ジ
ロ

2
1

2
1

1
3

1
1

4
3

1
1

3
2

1
1

2
2

32
48
カ
シ
ラ
ダ
カ

1
3

6
10

5
1

1
28

12
1

21
10

1
25

10
22

5
49
ア
オ
ジ

1
1

1
1

8
2

2
1

6
1

3
3

2
4

3
39

50
オ
オ
ジ
ュ
リ
ン

2
5

1
1

1
1

4
2

3
5

4
29

51
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ

1
3

2
1

4
26

19
47

28
15

9
4

1
4

1
2

12
71

33
12

3
18

25
70

29
92

12
12

52
76

4
68

8
52
シ
メ

1
1

53
ス
ズ
メ

1
8

9
8

15
28

0
9

1
2

12
20

19
10

5
4

1
3

5
39

43
6

14
1

4
3

3
17

2
68

2
2

2
4

6
11

37
21

10
32

20
1

60
39

10
39

54
ム
ク
ド
リ

2
1

9
6

2
21

28
69

55
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス

2
2

4
2

1
1

1
3

2
1

1
4

2
1

2
1

13
14

2
1

3
63

56
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

1
3

2
8

2
1

1
2

1
2

1
2

2
20

1
3

2
1

2
80

1
1

1
1

1
2

2
14

6
57
ド
バ
ト

7
7

14
58
コ
ジ
ュ
ケ
イ

2
1

3
総
数

42
42

39
36

43
39

2
70

3
45

48
67

63
19

40
45

93
13

7
14

7
90

59
51

32
27

46
93

24
45

97
15

6
13

8
14

7
33

11
8

19
43

64
84

92
12

7
94

15
9

18
8

21
2

18
3

86
57

79
51

99
71

44
14

4
16

3
50

1
28

0
10

6
54

71
種
数

9
8

14
5

7
11

12
1

17
15

13
14

6
6

9
12

12
22

14
15

15
11

10
12

11
10

13
13

18
12

15
7

18
9

16
14

9
11

16
14

13
21

19
18

13
13

16
14

15
11

11
21

16
24

21
18

58

20
08

20
09

20
10

年

調
査
日

20
05

20
06

20
07
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表
４
．
慣
行
水
区
（昼

間
）の

鳥
類
（萩

山
新
田
区
の
全
記
録
種
を
記
載
）、
20
05
年
8月

-2
01
0年

3月

A
ug

S
ep

O
ct

N
ov

D
ec

J
an

.
F
eb

M
ar

A
pr

M
ay

J
un

J
ul

A
ug

S
ep

O
ct

N
ov

D
ec

J
an

.
F
eb

M
ar

A
pr

M
ay

J
un

J
ul

A
ug

S
ep

O
ct

N
ov

D
ec

J
an

.
F
eb

M
ar

A
pr

M
ay

J
un

J
ul

A
ug

S
ep

O
ct

N
ov

D
ec

J
a.

F
eb

M
ar

A
pr

M
ay

J
un

J
ul

A
ug

S
ep

O
ct

N
ov

D
ec

J
an

F
eb

M
ar
慣
行

13
12

12
24

28
29

22
24

24
15

21
29

24
29

30
28

28
31

19
13

29
16

12
19

15
28

30
29

9
18

24
11

6
9

8
19

25
31

28
22

29
28

10
27

13
10

16
24

17
14

19
21

14
25

22
総
数

1
カ
イ
ツ
ブ
リ

2
カ
ワ
ウ

3
チ
ュ
ウ
サ
ギ

2
2

4
ゴ
イ
サ
ギ

3
2

2
1

8
5
ア
マ
サ
ギ

6
ダ
イ
サ
ギ

2
1

3
7
コ
サ
ギ

8
ア
オ
サ
ギ

9
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ

10
カ
ル
ガ
モ

11
6

2
1

20
11
ミ
サ
ゴ

12
ト
ビ

13
ノ
ス
リ

14
サ
シ
バ

15
ハ
イ
イ
ロ
チ
ュ
ウ
ヒ

16
チ
ュ
ウ
ヒ

17
ハ
ヤ
ブ
サ

18
コ
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ

19
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ

20
キ
ジ

21
バ
ン

22
オ
オ
バ
ン

23
コ
チ
ド
リ

24
ム
ナ
グ
ロ

50
50

25
タ
ゲ
リ

26
キ
ョ
ウ
ジ
ョ
シ
ギ

2
2

27
チ
ュ
ク
シ
ャ
ク
シ
ギ

9
9

28
タ
シ
ギ

7
2

2
3

1
1

3
5

2
1

1
5

1
2

2
38

29
キ
ジ
バ
ト

30
ホ
ト
ト
ギ
ス

31
ア
マ
ツ
バ
メ

32
カ
ワ
セ
ミ

33
ヒ
バ
リ

2
7

2
20

13
2

2
1

13
1

9
1

1
4

6
14

23
10

1
1

6
2

11
6

2
1

2
6

3
1

17
3

34
ツ
バ
メ

1
2

1
1

1
6

35
ハ
ク
セ
キ
レ
イ

1
1

2
36
セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ

37
タ
ヒ
バ
リ

6
2

2
1

1
2

2
1

2
5

1
3

28
38
ヒ
ヨ
ド
リ

39
モ
ズ

1
1

40
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ

41
シ
ロ
ハ
ラ

42
ツ
グ
ミ

1
3

1
5

43
ウ
グ
イ
ス

44
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ

45
セ
ッ
カ

1
2

1
3

7
46
メ
ジ
ロ

47
ホ
オ
ジ
ロ

48
カ
シ
ラ
ダ
カ

49
ア
オ
ジ

50
オ
オ
ジ
ュ
リ
ン

51
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ

2
2

2
6

52
シ
メ

53
ス
ズ
メ

1
1

54
ム
ク
ド
リ

55
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス

2
2

56
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

1
1

57
ド
バ
ト

58
コ
ジ
ュ
ケ
イ

総
数

17
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ごく少ないがカモ類が確認できた．カモは 10cm 以

上の水深を好むようだ． 

 

２．湿地としての水田の役割  

タシギ，タゲリ，など湿地を好む種も湛水区や雨

水がたまったような水田に多く集まる．タシギやタ

ヒバリは水深 5cm前後で所々土が露出しているよう

な場所を好むようだ．10cm 以上湛水すると入らな

くなるため，冬期湛水区より慣行区の方が多くなっ

た．タシギなど嘴を土の中に差し込んで採食する種

は乾田化してしまうと採食出来なくなってしまう． 

タゲリやタヒバリなども，所々水が溜まっているよ

うな水田で圧倒的に多く見られた．萩山新田周辺水

田ではまだ雨が降ると水溜まりができるため，比較

的湿地を好む種が集まるが，全く乾田化したら居場

所が無くなる．たとえ湛水しなくても表面が湿って

いる状態，所々水が溜まっている状態をつくれば，

シギ・チドリ類の飛来は飛躍的に増すと考えられる． 

 

３．狩猟の影響 

2007年冬期湛水区に散弾銃の薬きょうが落ちてい

た．せっかく冬期湛水し，カモ類の生息環境が整っ

ても，狩猟が行われていたら寄り付かない．昼間は

湛水状態であったも水田には降りていないのはその

せいかもしれない．せめて湛水の区域とその周辺は

狩猟禁止すべきである．鳥類についての湛水効果を

発揮させるには，狩猟禁止の措置とともに周辺の広

い範囲での冬期湛水が必要になる． 
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表６．夜間湛水水田の鳥類． は冬期湛水している期間

年

Sep Oct Dec Jan. Feb Mar Apr Sep Oct Nov Dec Jan. Feb Mar Apr Sep Oct Nov Dec Jan. Feb Mar Apr May Sep Oct Dec Feb Mar Feb Mar 総数

12 12 28 29 22 24 24 29 30 28 28 31 19 13 29 28 30 29 28 9 18 24 11 6 25 13 22 28 10 25 22
ゴイサギ 1 1
カルガモ call 20 2 37 3 13 14 4 32 4 21 150
コガモ call 2 1 6 16 18 1 1 1 3 49
カモの仲間 5 ＋ 2 12 2 70 26 12 2 1 14 1 147
ムナグロ 1 1
タシギ 2 1 7 3 23 1 1 1 3 1 43
個体数 2 5 1 22 9 1 15 24 2 38 2 6 70 30 12 31 32 3 19 33 7 391

種数 1 1 4 2 2 1 2 2 1 2 1 1 1 3 1 3 2 3 3 2 2

ゴイサギ 2 2
カルガモ
コガモ
カモの仲間
ムナグロ
タシギ 1 3 2 2 8
個体数 1 3 2 2 2 10

種数 1 1 1 1 1

調査日
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湛
水
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行
区
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1: 87-94 Oct.2012  
 

- 87 - 
 

 

 
1 2 

1  114-0014 4-20-5 (k_kaneko@hotmail.com) 
2  260-8682 955-2 (nakamura@chiba-muse.or.jp) 

 
 

         
10cm

12
12

12

10
12  

 
 
 

 
1999

 
(2007) 2008

 
2003 22 128ha

2004
2010

CBD COP10
 

2004

2003

2002 2003; 
2003 2009; 2009

 

 
2001

 

3

 
Kaneko and Nakamura(2011)

 
 

 
  

,
100 90

, ,

1  
2006 1

5 6
8 9

2006 10 11
2

1
3

2 6
1  

2006 2007  



 

- 88 - 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

10cm 3 2008 12 12cm 

 
 

 
2005

8 10 12

10 11 10
12

3 2008 8
10 12  

10 W1 W10
10 D1 D10 1 2

1
cm

cm
Braun-blanquet(1964) +:<1 1 1-5 2 5-25
3 25-50 4 50-75 5 75-100

+ 5
0.1 2.5 15 37.5 62.5 87.5
 

,

PC-ORD Windows 4.01
 

 
 

 



 

- 89 - 
 

2  
   1% 5% n.s.  

Student =10  



 

- 90 - 
 

3    
   1% n.s.  

Student =10  



 

- 91 - 
 

    
    

 



 

- 92 - 
 

No.

5  



 

- 93 - 
 

The Influence of Winter-flooding on the Weed Growth 
of Rice-paddy. Korehisa Kaneko and Toshihiko 
Nakamura 



 

- 94 - 
 



1: 95-96 Oct.2012  
 

- 95 - 
 

 

 
 

285 0026  
 
 

       
2005

2009

3 20
10a 350kg 652kg

425kg 580kg  
  

 
 

 

1
2006 1

2005 2009
 

2 100 90m 2
 

2
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

- 96 - 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2006 1 2009
5 2005 2006

2007 2008 2009 4

3 20
 

3  
 

2005 2009
10a

3
5  

432kg 456kg
350kg 652kg

425kg 580kg  
  
 
Rice Yield in Winter Drained and Winter-flooded 
Rice-paddies. Chiba-prefectural Inba Agriculture Office. 
 

 

1,197 615 582 432 26
1,364 691 673 456 71
1,188 624 564 441 14
1,401 726 675 515 26
- - - 582 36
- - - 580 47
1,907 996 911 652 61
1,656 915 741 566 37

956 449 507 350 13
1,162 550 612 425 21

2009

2008

2007

2006

2005

10a 2006 1  



1: 97-101 Oct.2012  
 

- 97 - 
 

 

 
  

1 261-0012  1-21-7 (VYL11027@nifty.com) 
2 285-0852 272 
3  163-6018 6-8-1 

 (hiroshi.uehara@tk.pacific.co.jp)  
 

 

     
2005 2009

2005
4 101

2

4

 
 

 
 

 

 

 

1

4

 
 

 

2 100 90m 2
2

 

 
2005 2009 5

 
 

 
2005  

 
2005

 
2005 12

2006 1 20
2005

1 4
3  

 
9 12  

 
2006  

 
5 3

6  
6

 

9 15  
10 4 10  
11 1  



 

- 98 - 
 

24  
 

2007  
 

5
11

 
9 17 18 10 10

19 10 20
 

 
3 5 10 26

27
1 10 24

 
 

2008  

10 31
 

2009  
 

 1
2

7
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

2012  

2,000  
3,000 /  

 
 

 

2005 2009

10a

 
2005

 
5

2005
 

2007 2008
2006 2009  

2005
2005  

100
4

101
 

2005 4
2009

 
 

17 21

40



 

- 99 - 
 

 



 

- 100 - 
 

 

   

  
 

  
 

 

   
 2008

2.5  
40 /  

50 60 /  

 
3 4 /  

 

 

  
90kg/10a  

2007
2007  

 
N:P:K 10:18:16 20kg/10a 

 

 5

 

 

DX  
 

 
 
 
 

 
 

 

 
 
 
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

- 101 - 
 

2008
2009 1

2008 2009
 

4

 
 

 

2004

 

 
 

 
 

17 21  
http://www.pref.chiba.lg.jp/nousui/toukeidata/n
ourin/nourin-h17.html 

2012

36-42  
 
 
Rice Cultivation by Winter-flooded Method.  Hisako 
Ogura, Masuo Mikado and Hiroshi Uehara 

 



1: 102-103 Oct.2012  
 

- 102 - 
 

 

 

 
285-0852 272 riceboy@catv296.ne.jp  

 
 
 

5
 

 

 

 

 
16

9 10
 

 
 

30

 

 
 

? 
 ? 
 ? 
 ? 

  

 
  1 1

2 11 1

3 5 5 6

 
  

 
  

1 1 2

 
  

 

11

 

 

 

 

 



 

- 103 - 
 

 

 

 

 
 

 

 
 
 

A Report of Rice Cultivation by Winter-flooded Method. 
Masuo Mikado.  
 

 
 
 

1042 11  
 

 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 



印旛沼流域水循環健全化調査研究報告 1: 104-111．Oct.2012                       ６－４ 

 

- 104 - 
 

 

米づくりの変遷と冬期湛水田の生態系サービス 

中村俊彦 

 千葉県立中央博物館・生物多様性センター 〒260-8682 千葉市中央区青葉町 955-2  (nakamura@chiba-muse.or.jp) 

 

 

         要 旨 

 日本で最も古い水田は，紀元前約400年頃と推定されている．その後全国に広まっ

た水田は，稲作の長い歴史と各地の立地環境により様々に変化し分化した．平野に広

がる「平田」から山間の「棚田」，また谷地形では「谷津田」や「谷戸田」がつくら

れ，それぞれに異なる稲作技術も存在した． 

米づくりの場としてつくられた，水田であるが，その自然環境は大きな「自然の恵

み」である生態系サービス，すなわち基盤サービス，供給サービス，調整サービス，

文化サービスを人々にもたらしてきた．しかし，近代農法による水田の乾田化や水路

のコンクリート化，また農薬や化学肥料の大量使用，さらには耕作放棄の増大は，水

田の豊かな生態系サービスを損ねる状況をもたらした． 

このような状況のなか冬期湛水の水田稲作は，生物多様性を増加させ水田生態系の

基盤サービスにおいては肥沃な土壌の再生をもたらし，供給サービスにおいては慣行

農法に劣ることない量の有機米の収穫も可能であった．さらに化学肥料投入の低減や

脱窒作用の増大をもたらし，生態系の調整サービスである水質浄化機能が拡大した．

さらに有機米の供給による消費者との信頼関係は都市と農村をつなぐ地縁と交流の文

化サービスをも増大させた． 

キーワード：冬期湛水，水田稲作，米づくり，生態系サービス，供給サービス，  

調整サービス，文化サービス 

 

はじめに 
 水田は，日本人の主食である米づくりの場である

ことはもちろん，その貯水機能は，自然の「ダム」

として地形の安定や水源涵養の一端を担ってきた（志

村，1982）．また，水に恵まれた水田はさまざまな野

生動植物の生息・生育をもたらし，それはかつて食

料や土地の産物として，人々の生活・生業を支えて

いた（宇根，1996；守山，1997）．さらに日本の自然

の四季のリズムに調和した稲作米づくりは，地域の

伝統文化を育み，芸術や信仰を通じて日本人の精神

構造に大きな影響を及ぼしてきた（佐々木，1971）． 

 今回の印旛沼干拓地における冬期湛水試験におい

ては，冬に水を湛える水田が，小さなミジンコから

大きなコハクチョウの群れまで，きわめて多種多様

な動植物の生活・生存を育み，その土壌は硝酸態窒

素を脱窒する水質浄化の機能を有していた．また多

様な生物がつくり出す豊かな土壌と有機栽培の稲作

により，慣行栽培を上回るコメの収穫もあった．こ

れは，当初の予想をはるかに超える結果であり，冬

期湛水の水田がもたらす自然の恵みの大きさが示さ

れた． 

 現在の地球規模での人口増加と貧困や環境汚染の

問題，また国家や民族の争いの絶えない世界におい

て，その課題を克服し持続可能な社会を目指すには，

豊かな生物多様性と健全な生態系の保全・再生が必

要である．その場合の前提として「自然の恵み」す

なわち「生態系サービス」の認識が求められている

（Millennium Ecosystem Assessment, 2005）．日本

においては，多くの人々の生活・生業の場である里

山里海における生態系サービスが研究・評価され，

持続可能な生態系のモデルとしてその価値が再認識

されてきている（日本の里山・里海評価，2010）． 

里山里海とは「里と山」また「里と海」，さらには

「里と山および海」など，「里」すなわち人々の住ま

う場（集落）とその周辺の田畑や森林，草地，川沼，

海岸・海域等さまざまな環境のモザイクが一体とな

った空間であり，地域の歴史や人々の伝統・文化を

包含する人・自然・文化が調和・共存する複合領域

（景相）としてとらえられる．そして，この里山里

海の基本単位（景相単位）としてはかつての「村」

が想定され，その立地条件により，４タイプの里山

（山間里山，台地里山，谷津里山，平野里山），そし

て里沼，里川，さらに３タイプの里海（干潟里海，

砂浜里海，磯里海）の計９タイプが類別される．こ

のような里山里海において，大きな部分を占める水

田の生態系サービスはきわめて重要である（中村ほ

か，2010）． 

 水田の歴史と現状をふまえ，その生態系サービス，
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すなわち基盤サービス，供給サービス，調整サービ

ス，文化サービスとともに，その水循環における位

置づけや農業及び人の生活・文化とのかかわりにつ

いて考察した． 

 

水田の歴史と現状 
１．水田の発祥と発展 

 米づくりは縄文時代から陸稲を中心に日本の各地

でおこなわれていた状況が認められる（佐藤，2002）．

しかし日本で最も古い水田の遺跡は，佐賀県菜畑で

発見された紀元前約 400 年頃のものとされ，このよ

うな水田稲作は中国大陸の揚子江下流，江南地域か

ら東シナ海または朝鮮半島経由等で九州北部に渡来

したと推定される．その後，水田米づくりは，遠賀

川式土器と一緒に日本海を北上し，約 200 年後には

現在の青森県にまで達している（山崎，1996；田渕，

1999）．その後の水田の変化については，山崎（1996）

の「水田ものがたり」の中で以下のようにまとめら

れている． 

弥生時代，河川沿いや谷津・谷地の沖積平野に造

られた水田は，畦や水路を備え，その近くの台地上

には集落が形成された．鋤や鍬，鎌などの農具もつ

くられ，米の利用や保存，また流通のための技術や

文化が育まれていった．弥生時代の水田は，２つに

類型される．第１は海岸や湖畔の平坦な低湿地に位

置し，一区画が数百～数千㎡の大きな湿田である．

第２は中小河川の河畔に形成された，やや傾斜のあ

る低湿地に立地する半湿田で，区画面積は数十～数

百㎡と比較的小さな水田であった． 

弥生時代後期から古墳時代にかけては，土木・灌

漑技術の発達，さらには鉄器具の普及により，水田

は谷筋や山麓地域にまで及ぶようになる．そのよう

な立地の水田は，地表水利用の小型の乾田が多かっ

た．農法的には常時潅水法から中干し法，水利的に

は自然灌漑から人工灌漑への移行もみられ，米づく

りの生産性は上昇し，社会構造にも大きな影響を及

ぼしていった． 

古墳時代には，ほぼ国土を統一した大和朝廷が，

班田収授の法と口分田により，水田・耕地を基盤と

した社会・政治体制を確立する．さらに律令時代に

は，沖積平野を中心に水田化が進み，１町方格の坪

を単位とし，６町方格 36 坪を里とした条里制もしか

れた．条理水田では，稲作のための溜池や用水路が

大規模かつ組織的に築造・管理された． 

平安時代の８世紀から始まった荘園制度は，水田

の開墾を進めたものの規模的には小型化した．10 世

紀以降には政治の乱れが休耕田を増大させ「かたあ

らし」とよばれていた．荘園では，領地確保のため

に武士が台頭し，やがて武士政権の鎌倉時代へとつ

ながった．鎌倉時代は関東を中心に開墾が進められ，

乾田では水田二毛作もはじめられた．こうした農業

生産力の増加と荘園領主の没落にともない農民の地

位も向上し，自然集落の村を単位とした自治組織の

「惣（そう）」が形成されるようになった．室町時代

から戦国時代にかけては，稲作の集約化を通して，

自立しはじめた農民が一揆を起こす事態も生じた． 

戦国時代を終焉させた秀吉は，刀狩りにより兵農

分離を実行した．1582 年にはじまった太閤検地では

土地測量を全国展開するとともに田地を上田，中田，

下田に区分し，それに伴う年貢徴収を徹底させ封建

支配の基礎を確立する．江戸時代には，幕府の新田

開発の政策が各地で展開され，大規模な治水工事の

基に，大河川中流の氾濫原，またその下流や河口の

デルタなどにも水田が造られていった． 

以上，水田の歴史をふまえ印旛沼の新田開発は享

保期にはじめられた．これは印旛沼の洪水対策と一

体化させ沼を東京湾とつなげる堀割工事を中心とす

るもので，その堀割，すなわち現在の新川・花見川

の完成は，着手から 200 年以上経過した 1969 年であ

った．その間，1963 年から 1969 年に実施された「印

旛沼開発事業」では，沼の約半分が干拓され水田化

が進められた（白鳥，2006）． 

 

２．水田の４タイプと里沼の水田 

 水田はあらゆる水環境の立地につくられたが，主

に地形と水管理によって以下の４タイプに分類する

ことができる（中村，2001）．平野部の水田「平田」

は，ほとんどが湿田で，水郷とよばれる地域もある．

そこでは同一水路で用排水が兼用され，かつてその

揚水には風車や足こぎ水車なども用いられていた．

斜面傾斜地では「棚田」がつくられた．その多くは

乾田で田越しの水管理がおこなわれてきた．谷津地

形，すなわち洪積台地に樹枝状に刻まれる平らな谷

底には湿田の「谷津田」が造られた．谷津田は谷斜

面下の湧水と上流からの水を引き入れる用水路，谷

の中央部に走る排水路とが分離している．さらに丘

陵地の山の谷間には「谷戸田」がみられ，谷戸田は

上流に向かって棚田状となる． 

 千葉県には「ヤツ」のつく地名が約 5,700 あると

言われる（山田，1998）．その中には谷津田タイプと

谷戸田タイプが含まれているが，いずれにしてもそ

の多さは特筆すべき状況である．イネ本来の生育地

は河川沿いの平田タイプの立地であるが，そこは常

に洪水にさらされ不安定である．水環境と立地の安

定性を考えると「谷津田は水が自然に湧水で供給さ

れるし，水害にもなりにくい．古代では一番栽培し

やすかったのではないか（田渕，1999）」との見解も

ある． 

 ４タイプの水田の稲作期間の水条件はほぼ同じで

あるが，非稲作時の水環境は大きく異なる．平田と

谷津田は，地形的に非稲作時の冬期も水のある湿田

が多いのに対し，棚田と谷戸田は，水はけが良く冬

期は水のない乾田の場合が多い．湿田と乾田では生

物相が大きく異なるが，それは特に非稲作時に顕著

となる．年間の水環境が安定する平田と谷津田では

水生昆虫から，魚類，鳥類に至る多様な水辺の動植

物の生息・生育がみられる．植物については湿田の

休耕地には湿性植物のガマやヨシが多いのに対し，

乾田の棚田や谷戸田の休耕地では，セイタカアワダ

チソウやススキ等の乾性植物の生育が多くなる．
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図１．多様な稲作方法による米収量と労働力（Shiva,1991 と Boys,2000 に加筆）． 

 

 

 印旛沼流域では，上流部に谷津田が多く，また沼

周辺では干拓地を含め平田が広がる．今回の萩山新

田も北総台地の裾から沼面に若干の勾配があるもの

の基本的には平田タイプといえる．  

 

３）稲作の近代化と農業を取り巻く社会の変化 

 江戸時代は，新田開発とともに各地で農具や肥料･

施肥等の農法に関しての工夫が凝らされた．千葉県

では九十九里浜の「干鰯（ほしか）」や印旛沼の「モ

ク採り」といった里海や里沼の産物の肥料化で稲作

の生産性向上が図られてきた． 

明治時代には，耕地整理や水利組合等の制度づく

り，また潅漑施設や土地改良，畜力利用，多肥料化，

品種改良等の技術の発展・普及によって稲作の集約

化が進み，地域によっては，明治初期には反当たり

収量約 150kg だったものが，後期には 300 ㎏を超え

年もみられ，大正時代にはその収量が安定してくる

までになった（石原，2009）． 

 排水施設を拡大させ土地改良が進んだ昭和時代に

は，小麦等での水田二毛作が広まった．戦後も食料

不足の解消に，農地改革および土地改良が進み，稲

作の単位収量も 1960年代には 400㎏/10aを超える．       

1960 年代以降の圃場整備，すなわち大型区画，乾田

化，水路のコンクリート化は機械化，農薬・化学肥

料の多用等により，労働生産性の向上とともに単位

収量を上昇させた．千葉県の単位収量は 1998 年以降

500 ㎏/10a を越え，年間の水稲労働も 2005 年には

30 時間/10a にまで低下している（北澤，2011）．  

 世界の米づくりにおいても各地で増産の工夫が進

められてきた．Shiva（1991）は，世界各地の米づく

りの生産性について，単位面積当たりの収量と労働

時間の関係から，その増産に向けた農法の変化の方

向性を分析した（Boys，2000）．アジア・アフリカで

みられる伝統的農法の稲作では年間 200～300日の労

働で，200～800kg/ha であるが，緑の革命（green 

revolution）によって生産性を向上させた．しかし，

伝統的農法でも中国雲南省のように労働力を大きく

した集約化（involution）で稲作の単位収量を年

10,000kg/ha にまで高めている．一方，アメリカの

ように，単位面積当たりの収量は 3,000～6,000kg/ha

に保ちながら工業化（industrialization）によって

機械設備で労働力を省力化し年間３人日にまで低下

させた稲作もみられる（図１）． 

 日本においては，戦後の経済成長の中で，稲作も

機械化，工業化の方向でその生産効率を追求してき

た．しかし大量の化学肥料や農薬また圃場整備等に

大きなコストをかけたにもかかわらず，コメの国内

消費の減少と国際競争によるコメ価格の低迷は，各

地の稲作および水田，またその農家・農業に危機的

状況をもたらしている．千葉県においても水田等の

耕作放棄地は年々増加し，その拡大はイノシシ等の

野生鳥獣の農業被害の急増の原因となっている（北

澤ほか，2011；浅田，2012）．その結果，農家・農地

は急速に減少している（北澤，2011）．また放棄水田

等へのゴミ・廃棄物の投棄は，将来地下水の汚染源

になりかねない状況もある． 

  

水田の生態系サービス 
１．生態系サービスとは 

 生物・生命は，その土地環境と相まって，競争や

共生，また食物連鎖の関係等で互いにかかわり，そ

の全体は生態系をつくり出す．この生物多様性と生

態系がもたらす人々への恵みは「生態系サービス

(ecosystem services)」とよばれる（Millennium 

Ecosystem Assessment, 2005）．この生態系サービス

は，以下のように４つのサービスから成っている． 

 人の生活に最も身近な食料や水，木材や繊維，薬

や燃料等の生活に欠かせないものの資源を生態系の
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「供給サービス(provisioning services)」とよび，

また水や大気の浄化作用，洪水や土壌浸食の防止，

そして森林の水源涵養や植物の蒸発散による温暖化

抑止など環境の安定性にかかわる生態系機能を「調

整サービス(regulating services)」とよぶ．さら

に生態系は，芸術や美意識を育み，伝統技術や教育，

観光のもとであり，そして自然への信仰やレクリエ

ーションによる心の安らぎは人々の精神へ作用する

「文化サービス(cultural services)」をもたらす．

このような生態系の３つのサービスを支える基本的

機能，すなわち水や栄養塩の物質循環，また生産・

分解とエネルギーフロー，そして地形改変や土壌形

成等については「基盤サービス(supporting ser-

vices)」とよばれる． 

 

２．水田の生物多様性と生態系 

 水田にはイネが栽培され，その水の利用・管理は

どのような場所でもほぼ同様である．また，水田は

イネを栽培する田とそれを仕切る畦，また用水・排

水の水路，さらに水確保のための溜池も大なり小な

り必需施設である．これらの米づくりのために人が

つくり出した多様な微地形はそれぞれに微妙な環境

の違いがあり，結果としてもたらされた多様な水辺

環境は，多様な動植物の生息・生育を支えている（中

村，1997）． 

 黒土に陽当たりの良い浅い水環境は，水田の本来

かつ特有の環境条件である．冬から春のまだ気温の

低いなかでも日に日に長くなる陽光を受け，水温・

地温を上昇させて冬のさなかにも生物を育む温水環

境をつくり出す．アカガエルやヒキガエル等の両生

類の産卵とオタマジャクシの生息は，豊富なミジン

コやイトミミズの発生など，その餌となる微生物と

ともに水田環境に大きく依存している（長谷川，1999）．

プランクトンなどの水中微生物や小型の水生昆虫，

さらに多様な植物は，大型の昆虫やエビ・カニ類か

ら魚類，両生類・爬虫類，鳥類，そしてイタチやタ

ヌキの哺乳類に至る複雑な食物連鎖の生態系を形成

している．かつてそこにはトキやコウノトリも普通

に生息していた（中村，2004）． 

 畦や畔・土手についても常に人為管理され，頻繁

な草刈り管理がおこなわれている．これは，土壌表

面の陽当たりを確保し，草原性の植物の生育を支え

てきた．春の七草の多くは早春の畦の植物であり，

秋の七草も夏から秋の畔や土手に多い．また，現在

では少なくなってしまったが，水路にはコウホネや

ミクリ等の挺水性の植物，また溜池にはアサザやオ

ニビシ等の沈水性の植物がその水条件に適合して生

育する． 

 しばしば水田の最上流の溜池にウナギが生息する．

海で産卵し河川で成長するウナギであるが，これは

水田環境が海につながっていることを物語る（長谷

川，1999）．同じように水田のエビ・カニ類には海で

産卵し水田まで遡上する種もある．このように人間

が造った水田環境であるが，それは水環境の多様性

と連続性をもたらし，まさに生物多様性の宝庫とし

ての里山里海の生態系の中心的存在であったと言え

る（中村，1997）．このように動植物の多様性を育ん

できた日本の水田に生息・生育する生物は 5,470 種

に達している（桐谷，2010）． 

このような水田環境であったが，近代的稲作によ

り，大量な農薬や化学肥料の使用，また圃場整備に

よる乾田化や水路のコンクリート化が進み，水田や

水路の生物多様性が減少した（中村，2004）．その結

果，植物相については帰化種が多くなっている状態

も確認されている（大窪・前中，1995）．印旛沼周辺

の水田地帯では，カミツキガメの繁殖や強雑草のナ

ガエツルノゲイトウやオオフサモが急増し問題とな

っている（吉田ほか，2011）． 

 このような近代化された水田の冬期湛水化は，生

物多様性と生態系にさまざまな変化をもたらした．

今回の冬期湛水研究の結果（表１）を含め様々な研

究において，冬期湛水によってミジンコをはじめ多

くのプランクトンや原生動物（林ほか，2012）から

イトミミズやユスリカ（岩渕，2002；小山，2002），

また巻き貝（長，2011）やアカガエル，トウキョウ

ダルマガエル等の両生類の発生，増加（倉西，2012；

田中，2012），さらには魚類（田中，2012）や生息・

飛来する鳥類の増加（新保・柳沢，2002；神ほか，

2012）が確認された（図２）．植物は年間を通じて冬

期湛水による種類の増加がみられ，植物量では夏に

冬期湛水田，また冬は慣行水田で多かった（図３）

雑草群落も乾性植物から湿性植物，また越年生草本

の顕著な減少もみられた（金子・中村，2012）．そし

てこのような状況は生態系の食物連鎖のピラミッド

構造を安定性化させ，雑草や害虫の大発生を制御す

る機能も持っている（小山，2002）． 

 

３．基盤サービス（肥沃な土壌の形成） 

 生物多様性を育む生態系の構造は，水田土壌の形

成に大きく作用する．冬期湛水は水生生物の活性を

高める．特にイトミミズ類やユスリカ幼虫の排泄物

と行動は，水田表土として「トロトロ層」を形成す

る．この層は肥料分が豊かであるばかりか，雑草の

発芽抑制の効果もあり，イネの生育にとってはきわ

めて好条件の土壌環境をもたらす（岩澤，2010）． 

 

４．供給サービス（米収穫と食糧としての水田生物） 

 かつて稲作技術を単位収量で競う米づくり日本一

コンテストがおこなわれていた．これは戦後の米の

増産を奨励するもために 1949年からスタートして約

20年間続けられた．当初米作日本一は10a当たり 700

㎏であったが，1955 年以降は 1,000 ㎏を越える状況

になった．しかし，米づくりの近代化が進んだ，1960

年代には 1,000 ㎏を超えることはなかった．この日

本一の収量の低下は，かつての有機肥料や客土と人

力・畜力による水田基盤ときめこまやかな水管理に

よる多収穫の構造が，化学肥料の普及と農薬の多用

によって日本一を競う農家においても大きく影響し

たためと考えられている（石原，2009）． 

米づくりのエネルギー収支についての解析がある

（宇田川，1976）．1950 年の日本の米作りでは投入

エネルギーに対する収量エネルギーは 127％であり 
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表１．冬期湛水試験による慣行水田と冬期湛水田の各調査結果の比較．

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．慣行水田と冬期湛水田における原生生物・動物相の違い 

（林ほか．2012：倉西，2012：田中，2012：神ほか，2012）． 

類別 項目 調査期間 慣行水田 冬期湛水田 報告者 備考

硝酸態窒素（mg/l） 2006年3月-2009年2月 0.54 0.15 深さ0.5-1.2mの地下水，22回

アンモニア態窒素（mg/l） 2006年3月-2009年2月 0.89 0.68 深さ0.5-1.2mの地下水，22回

2006 0.87 0.96

2007 0.63 0.72

2008 0.57 0.68

現存量（細胞数/ml) 2005．6月-2008．12月 13,800
 36,700


年間総現存量（細胞数/ml/年） 2005．6月-2008．12月 1.1X107 1.2X10 8

2006年5月
 264
 411


2007年4月
 7
 264


2006年5月
 20

 374


2007年4月
 0
 64


水生動物・種数      (/0.9ha) 2005年8月,2006年8月 4
 9
 田中正彦 目視・採集．２回

鳥類・種数・昼間    (/0.9ha) .2005年8月-2010年3月 19
 26
 9:00-12:00 　56回

　　　 種数・夜間     (/0.9ha) 2005年9月-2010年3月 2
 6 21:30-22:30　31回

鳥類・個体数・昼間  (/0.9ha) .2005年8月-2010年3月 364

 338

 9:00-12:00 　56回

　　 　個体数夜間    (/0.9ha) 2005年9月-2010年3月 10
 391

 21:30-22:30　31回

2008年8月
 10
 14



2008年10月
 17
 22



2008年12月
 4
 8



2008年8月
 1,155 2,856

2008年10月
 553 589

2008年12月
 569 20

2006年 515
 441

2007年 580
 582

2008年 566
 652

水
質

原生
生物

動
　
　
物

植
　
　
物

土
壌

植物（雑草）種数　（/10㎡）

植物（雑草）量（100㎤/㎡）

底生動物  （個体数/4,800cc）

ミミズ類   （個体数/2,400cc）

地耐力　（Mpa）

米 精玄米重量（kg/1,000㎡）

深さ15cm，稲刈り後湛水前各5地点

30ml，4カ所，約300回×3年
林紀男・稲森隆平
岩渕成紀・徐開欽

小倉久子・金子文宣・前
田敦志・冬期湛水みため
し水質調査隊

1mｘ1m,10ヶ所

3-3㎡３ヶ所で円形坪刈り

小倉久子・前田敦志・上
原浩・冬期湛水みためし
水質調査隊

倉西良一

神伴之・百目木純子
大野美枝子
佐久間忍

金子是久
中村俊彦

千葉県印旛農業
振興センター

400cc,12点,表層及びコア

400cc，6点,表層

1mｘ1m,10ヶ所
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図３．慣行水田と冬期湛水田における植物相の違い 

   （金子・中村，2012）. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４．慣行水田と冬期湛水田におけるコシヒカリ精

玄米の収穫量（kg／10a）の違い．（千葉県印

旛農業事務所，2012）. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エネルギー収支はプラスであった．しかし 1974 年に

なると，投入に対する収量エネルギーは 38％となり，

エネルギー収支は大幅なマイナスになる．今回の冬

期湛水試験においては，冬期湛水した水田の米収量

は，慣行農法の水田には及ばないであろうと予想し

ていた．しかし，１年目こそ慣行区の方が上回った

が，２年目，３年目は，冬期湛水区が慣行区を上回

る結果が得られたのである（図４）．しかも冬期湛水

区は農薬や化学肥料もほとんど使用しない米づくり

であった． 

北海道での冬期湛水試験では，慣行に比べ，出穂

が遅く，米収量は 1-2 割低い結果となっている．ま

たタンパク質含有量が冬期湛水によって高くなり，

食味指標は低下したが，それでも販売価格は２割か

ら９割の増加と報告されている（濱村ほか，2011）．

今回の冬期湛水試験によって収穫された米の価格に

ついても通販で２割～９割増の価格での販売実績が

あった． 

水田に生息・生育する動植物にはイネ以外にも食

糧になるものが多い．水田用水系に生息するドジョ

ウやタニシ，コイ，フナ，ウナギ，エビ類は，かつ

て漁撈や養殖の対象であり，その農家にとっては重

要なタンパク源の「オカズトリ」のみならず時にそ

の生計を支えるものでもあった（安室，1998）． 

かつて印旛沼周辺の農家では，「モク採り」とよば

れた水草の採取が水田肥料の大きな部分を賄ってい

た（白鳥，2006）．またその水路や沼のナマズやコイ，

フナ，ドジョウ，エビ類などの漁撈が稲作と一体化

した生活・生業が展開され，冬期にはガン・カモ類

等の多くの渡り鳥の越冬地でもあった．印旛沼周辺

の里沼の村々には水源の谷津田や台地上の畑作とと

もに豊かな沼の生態系からさまざまな供給サービス

がもたらされていた（中村・小島，2011；吉田ほか，

2011）．明治期の里山里海各タイプの１村当たりの主

要な食料の生産においては，里沼での収穫が最も大

きい状態であった（図５）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図５．里山里海各タイプの村の主要な食料の生産（中村・小島，2011）. 
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５）調整サービス（水質浄化） 

 生態系の調整サービスにかかわる水田の機能とし

ては，水涵養，洪水防止，水質浄化，土砂崩壊防止，

土壌浸食防止が上げられている（関矢，1992）．この

うち今回の冬期湛水試験では，水質浄化機能が強化

されることが明らかになった． 

米づくりには窒素が必要であり，一作 ha 当たり

160kg 以上の窒素が吸収され，最も多く吸収される

のはアンモニア態窒素である（吉田，1986）．その状

況のなかで水田に施肥される窒素量は 100 ㎏/ha と

いわれる．こうした窒素肥料に加え用水に含まれる

窒素分も米づくりのために水田に取り込まれる．そ

の一方で，水田からの排水で出て行く窒素分が周辺

の水環境の汚染の原因になる場合もある（田渕，1999）． 

 水田の窒素分はイネの養分として取り込まれる．

したがって富栄養の用水に含まれる窒素やリンが稲

作に使われれば施肥を減少させ，水質浄化の役割を

果たすことになる．このような観点から，中村・石

原（2004）は，手賀沼の水を用い，通常施肥と無施

肥での米づくりとの用水，排水の水質調査の比較か

ら，水質浄化機能と稲作の経済性について検討した．

通常施肥では水田への流入水に比べ流出水で窒素量

が増加しているのに対し，無施肥では流出水で窒素

が減少し水田水質浄化機能が確認された．また経済

性についても，無施肥で米収量が若干減少するもの

の施肥等の経費がかからないために，通常施肥より

無施肥の方が経済的という結果になった． 

 水田の窒素除去能力について，田渕（1998）によ

ると１日当たり１kg/ha となり，灌漑期間 100 日の

場合では 100 ㎏/ha と見積もられている．そしてさ

らに湧水豊富で潅水の途絶えることのない谷津田で

はその８倍以上になると推定している． 

                                                                                                                                                                                                                                                          

６）文化サービス（信仰と生命観） 

 日本人の名字に最も多く使われている文字は「田」

であるという（静岡大学人文学部言語文化学科城岡

研究室のホームページによる）．このことは水田・米

づくりが，いかに日本人の精神・文化に大きな影響

を与えてきたかを象徴している．自然の四季の変化

と一体となっている米づくりは，それに調和した日

本人の生活・生業のリズムとともにさまざまな行事

や祭り，慣習をもたらした．春には山から里にやっ

てくる田の神は，秋には山に戻って山の神になると

いう（佐々木，1971）．この作神または農神信仰は，

日本各地の春祭り，秋祭りの原点であり，稲作の厳

しさを癒す娯楽のひとときでもある．また協力・協

働が必要不可欠の稲作にとっては，関係者間の親睦

や結束を確認し，その人間関係を持続させるシステ

ムとしても重要であったと言えよう． 

「常陸国風土記」に夜刀神（ヤトノカミ）伝説が

残されている（山田，1998）． 

奈良時代以前，箭括麻多智（やはずのまたち）と

いう人が谷津の芦原を見て新田開発をしようとした．

しかしそのとき，蛇の群れの姿をした夜刀神がやっ

てきて新田開発の邪魔をした．箭括麻多智はこれを

打ち負かし追いやったのだが，その時，山の入り口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６．冬期湛水による生物多様性と生態系サービス

の変化． 

 

に杭を打ち，「是より上は神の地となし，此より下は

人の田となすべし」として社を設け，夜刀ノ神を祀

った．まさに，谷津の開発に際しても，自然を畏敬

し谷津奥が神聖かつ田の水源として重要な区域とい

うことをしっかり認識していたにちがいない．そし

てこのような伝説には人々の自然に対する大きな知

恵とともに，その知恵を後世に伝えようとするおも

いがみてとれる． 

 農業の近代化政策は，人の助け合いや分かち合い

の農業ではなく機械化による徹底した省力化と経済

面での効率化を目指したものであった．これによっ

て水田稲作の米づくりのなかで培われてきた多くの

日本の伝統的な技術や文化が消失していった． 

 今回の冬期湛水試験では，慣行農法とは異なる農

作業や調査データの収集の作業が必要になった．こ

れは，農家にとっては手間の追加にほかならない．

しかし，その作業には多くの市民の手助けがあった．

これはもちろん市民また農家にも苦労が多かったに

ちがいない．だが，その中で互いの交流や信頼感が

生まれ，助け合いと分かち合いを共有できたことは

大きな収穫であった． 

 水田の畦や水路，ため池はそれにかかわる人々に

とっては様々な動植物にふれることのできる場でも

ある．このような水田での生物・生命との出会いは，

日本人にとっての自然観・生命観の源泉にもなって

いた．最近では，「自然欠損障害」といった言葉まで

出てきたが，特に子どもたちの里山里海などでの生

物とのかかわりは人間の自然・生命への学びととも

に感性の育みにもつながることが明らかになってき

ている（中村・青木，2011）．水田の生態系がもたら

す，文化サービスは，日本の伝統文化の源泉ともな

っている． 
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おわりに 
 日本の米づくりにおいては機械化，工業化によっ

て単位収量を増加させ経済効率を上げる対策を進め

てきた．しかしこの方向性は，国際競争の市場経済

の中で継続させることは困難な状況になっている．

もちろん，日本で機械化，工業化で活路を見い出す

ことを否定するものではないが，日本の自然的，社

会的条件下においては，広大な土地や安価な労働力

の海外との競争を勝ち抜くことは難しい．  

 水田稲作による米づくりは日本の食の安全保障の

根底であり，治水・利水や生物多様性の面から日本

の自然環境および日本人の生活・文化を支えて来た．

このような米づくりの伝統は人・自然・文化が一体

となって長い歴史とともに進化し，また時には淘汰

された結果として，日本人にとっては大きな総合的

価値とともに科学的合理性をも備えている． 

1998 年宮城県大崎市の「蕪栗沼」に隣接する水田

でマガンの塒づくりがきっかけで始められた冬期湛

水による米づくり（荒尾，2012）は，2005 年秋にコ

ウノトリを放鳥した兵庫県豊岡市では，34 年ぶりの

コウノトリを育む農法として実施されている（中貝，

2012）．また，千葉県野田市でも生物多様性を取り戻

しコウノトリが棲める環境を目指し冬期湛水がきわ

めて大規模に展開されている（根本，2012）． 

冬期湛水の米作りは決して近代的水田稲作を後戻

りさせるものでないことはもちろん，何かを犠牲に

してむりやりに実施するものでもない．それは経済

効率で失われた私たちにとって大切なものをよみが

えらせ，本来水田が有していた多様な価値と大きな

生態系サービスの再生につながる可能性を持ってい

る（図６）．このような冬期湛水による米づくりであ

るが，農法としてはまだまだ「みためし」の段階で

あり，日本の米づくりの将来への大きな可能性の一

つとしてもそのさらなる調査研究と各地での現場展

開が期待される． 

このプロジェクトを立ち上げ，遂行するにあたっ

ては印旛沼水循環健全化会議の虫明功臣委員長はじ

め，同委員会の委員および関係者の方々，そして冬

期湛水の試験水田を提供いただきかつ稲作を実行し

ていただいた三門増雄さんに心より感謝申し上げま

す．本報告のデータの取りまとめから報告書全体の

編集作業には小島由美さんに多大なご支援をいただ

きました．本プロジェクトに参加いただいた多くの

方々のご支援・ご協力に厚く御礼申し上げます． 
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The History of Japanese Rice Cultivation and the 
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A Miracle of the Lake Kabukuri-numa: Well-being in 
the Harmony with Birds Inhabiting Winter-flooded 
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Restoration and Rehabilitation on the Wintering-place 
for Water Birds in the Lower Tone River and Lake 
Inba-numa Watershed.  Minoru Arao and Toshihiko 
Nakamura. 
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Come Back Wealthy Lake Inba-numa: Rehabilitation 
on Lake Inba-numa Watershed by the Winter-flooding 
of  Rice-paddy.  Toshihiko Nakamura, Hisako Ogura 
and the Office of the Committee for Lake Inba-numa 
Watershed Management.
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